
大佐グラウンド（大佐小南）大佐グラウンド（大佐小南）

 �特集「春季全日本小学生男子
　ソフトボール大会」p�～�
�はつらつ健康ひろば
　 【コラム・健診日程…】p��～��

�みんなの広場 
　 【ひとこと・風の便り…】p��～��

�ま ちの話題
　 【「ひな人形を作ろう!」…】p��～��

�おしらせ p��～��

�おたんじょうび おめでとう!    p��
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哲多野球場（哲多町花木）哲多野球場（哲多町花木） 新見ピオーネ球場（正田）新見ピオーネ球場（正田）

市民運動公園（下熊谷）市民運動公園（下熊谷）



新見市の財政は�
健全です!

将来負担比率  計算式（％） ＝�

＜平成19年度決算における将来負担比率＞�

借金 ＋ 全職員の退職金 － 貯金�

国が示す各自治体の１年間の必要経費�

国が示したライン�
350%

津山市�
172.1%

大阪・泉佐野市�
405.7%

美作市�
185.4%

兵庫・淡路市�
371.0%

真庭市�
165.9%

夕張市�
1237.6%

安 全 な 状 況 � 危 険 な 状 況 �

岡山県北部都市の状況�

新見市�
145.1%
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　北海道夕張市の財政破綻を受け、財政再建法制が５０年ぶりに改正され、財政指標の整備とその開示を徹
底するとともに、財政指標が一定水準以上に悪化した場合に財政の早期健全化や再生を義務づける「地方公
共団体財政健全化法」が制定されました。
　平成 1 9 年度決算から財政の健全化指標として「実質赤字比率」「連結実質赤字比率」「実質公債費比率」と、
新たに制定された「将来負担比率」の４指標について、議会へ報告し、公表することが義務付けられました。 
　本市は算定された４指標すべてが国の基準をクリアし、健全な財政状況にありますが、今後ともさらなる
行財政改革に取り組みます。

■問い合わせ先　財政課（������）

“新しくできた将来負担比率とは”

　将来負担比率は一般会計や特別会計の他に、第三セクターや出資法人も含め、新見市が
将来負担すべき実質的な負債の度合いを示す指標です。 
　将来負担比率が���％以内なら健全な財政状況とされています。

★繰上償還の実施  【地方債（借金）の残高は将来負担比率を上げる要因です。】
　本市は平成��年度から財政健全化に向けた取り組みとして、地方債の繰上償還を実施しています。
平成��年度は���億円、平成��年度は計画を前倒しして�� . �億円、総額で��億円の繰上償還を実施
しました。これにより地方債残高は減少し、将来支払うべき公債費（借金の返済）は、大きく減少
しています。

★基金の積立状況  【基金（貯金）の額は将来負担比率を下げる要因です。】
　本市は平成��年度末で約����の基金を保有しています。基金は、一般家庭の貯金に当たるもので、
金額が多いほど財政的に余裕があることになります。
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語
呂
合
わ
せ
で
� 
に  
い  
み 
�
と
読
む
こ
と
が
で
き
る
�
月　

日
�
に
、
市
の
シ
ン
ボ
ル
（
花
）
で
あ
る

・ 
・ 
・

��

『
ア
テ
ツ
マ
ン
サ
ク
』
の
苗
木
�
本
が
市
役
所
本
庁
舎
前
庭
へ
植
樹
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
石
垣
市
長
を
は
じ
め
、
杉
市
議
会
議
長
、
羽
場
市
議
会
副
議
長
、
市
の
シ
ン
ボ
ル
制
定
に
携
わ
っ

た
新
見
市
ま
ち
づ
く
り
審
議
会
（
岡
崎
允
会
長
）
の
委
員
ら　

名
が
参
加
し
植
樹
式
が
と
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

��

　

ま
た
、
市
役
所
各
支
局
に
も
、
そ
れ
ぞ
れ
�
本
の
苗
木
が
地
元
関
係
者
ら
の
手
に
よ
り
植
樹
さ
れ
、
春
の

訪
れ
を
告
げ
る
花
の
開
花
を
、
訪
れ
た
市
民
も
心
待
ち
に
し
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

　

ア
テ
ツ
マ
ン
サ
ク
は
�
月
中
旬
頃
ま
で
、
美
し
く
可
憐
な
黄
色
い
花
を
咲
か
せ
ま
す
。

本庁舎前庭に
咲き誇るアテツマンサク

大佐支局哲多支局

神郷支局哲西支局

本庁舎
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第第第第第第第 ２２２２２２２ 回回回回回回春春春春春春季季季季季季全全全全全全日日日日日日本本本本本本小小小小小小学学学学学学生生生生生生回 春季全日本小学生
男男男男男男子子子子子子ソソソソソソフフフフフフトトトトトトボボボボボボーーーーーールルルルルル大大大大大大会会会会会会男子ソフ トボ ー ル大会

いよい
よ開幕！

　全国各地で行われた予選会を勝ち抜いた��都府県、��チームがここ新見に一

堂に会し、�月��日�から��日�までの�日間（開会式は��日�。��日�は予

備日）にわたって、『日本一』を目指し白熱した戦いを繰り広げます。

　岡山県からも�チームが出場する予定で、その中には県予選を勝ち抜き出場

権を獲得した「新見ジュニアソフトボールクラブ」も名を連ねます。

　そこで今回は、開幕を間近に控えた当大会について、みなさんに紹介します。

����

��

���／／ ��������～～�������
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春
季
全
日
本
小
学
生
男
子 

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
の
概
要

　

�
日
本
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
が
主
催

す
る
こ
の
大
会
は
、
小
学
生
へ
の
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
の
更
な
る
普
及
・
発
展
を
目

指
し
、
こ
れ
ま
で
開
催
し
て
い
た
夏
の

全
国
大
会
に
加
え
、
昨
年
か
ら
春
季
大

会
と
し
て
開
催
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

も
の
で
す
。　

　

�
年
生
以
下
の
小
学
生
が
出
場
す
る

こ
の
大
会
は
、
熊
本
県 
八  
代 
市
を
会
場

や
つ 

し
ろ

に
全
国
か
ら　

チ
ー
ム
が
出
場
し
て
行

��

わ
れ
た
第
�
回
大
会
に
続
き
、
今
回
の

新
見
大
会
で
�
回
目
を
迎
え
ま
す
。

　

こ
の
大
会
を
通
し
て
全
国
か
ら
参
加

す
る
仲
間
た
ち
と
交
流
を
深
め
、
楽
し

い
思
い
出
を
つ
く
っ
て
ほ
し
い
と
い
う

思
い
も
込
め
ら
れ
た
大
会
と
な
っ
て
い

ま
す
。

競
技
会
場

　

今
大
会
は
全
国
か
ら　

チ
ー
ム
が
出

��

場
す
る
こ
と
か
ら
、
憩
い
と
ふ
れ
あ
い

の
公
園
内
に
あ
る
『
新
見
ピ
オ
ー
ネ
球

場
』
を
中
心
に
、『
市
民
運
動
公
園
（
下

熊
谷
）』
や
『
大
佐
グ
ラ
ウ
ン
ド
（
大

佐
小
南
）』、『
哲
多
野
球
場
（
哲
多
町

花
木
）』
な
ど
、
市
内
�
会
場
�
球
場

を
使
用
し
て
行
わ
れ
ま
す
。

  
お
近
く
の
会
場
に
足
を
お
運
び
い
た

だ
き
、
温
か
い
声
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

A：憩いとふれあいの公園ピオーネ球場／B：憩いとふれあいの公園多目的広場／C：市民運動公園Aコート／D：市民運動公園Bコート／�
E：哲多野球場／F：哲多農村広場／G：大佐グランドA／H：大佐グランドB

第1試合 9：00～　第2試合 10：45～　第3試合 12：30～　第4試合 14：15～　　　※A1…「A会場第一試合」を表しています。�

今大会の組み合わせ＆会場�

［大会1日目］�［大会2日目］�［大会3日目］�［大会2日目］�［大会1日目］�

A1

A3

A1

A3

B3

C3

D3

B1 A1
A2

A2

B1

B2

C1

C2

D1

D2

A4

B2

B3

C3

C4

D3

D4

E3

E4

F3

F4

G3

G4

H3

H4

A2

B1

C1

C2

D1

D2

E1

E2

F1

F2

G1

G2

H1

H2

優勝�

（愛　媛）高津ジュニア

（奈　良）平群スターズ

（山　口）養治ファルコンズ

（大　分）明野旭さつき東ソフトボール部

（岡　山）岡山少年ソフトボールクラブ

（山　梨）八代ソフトボールスポーツ少年団

（福　井）六条少年スポーツクラブ

（茨　城）田彦ソフトボールスポーツ少年団

（宮　崎）田野スカイボーイ

（岡　山）新見ジュニアソフトボールクラブ

（京　都）木津キッズ

（千　葉）小金北ＳＢＣ

（鹿児島）妙円寺ソフトボールスポーツ少年団

（静　岡）裾野ビクトリーズ

（兵　庫）鳩里ソフトボールクラブ

（広　島）今津ソフトボール

（高　知）北原ホワイトウルフ

（大　阪）サンボーイズ

（長　崎）ＫＳＤソフトボールクラブ

（香　川）太田南ビガーズ

（岡　山）操明スポーツ少年団

（三　重）港ソフトボールクラブ

（神奈川）西湘

（岡　山）大元スポーツ少年団ソフトボール部

（宮　崎）小戸第二レッドソックススポーツ少年団

（愛　媛）浮穴スポーツ少年団

（三　重）海山クラブ

（千　葉）田原ＳＢＣ

（奈　良）広陵町スポーツ少年団

（岩　手）笠松スポーツ少年団

（高　知）鏡レッズ

（山　口）オール岩国

（福　井）岡保 POWER BOYS

（大　阪）庭代台サニーズ

（長　崎）三会少年ソフトクラブ

（島　根）寺領スポーツ少年団

（岐　阜）赤とんぼスポーツ少年団

（東　京）松仙エンゼルス

（岡　山）御野ソフトボール

（熊　本）小坂ジュニアソフトボールクラブ

（兵　庫）姫路ルーキーボーイズ

（広　島）横路若虎

（愛　知）井田ジュニアクラブ

（福　岡）日明ソフトボールクラブ

（神奈川）横須賀

（香　川）林ヤンガーズ

（京　都）宇治メッツソフトボールクラブ
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「「「「「「新新新新新新見見見見見見ジジジジジジ「新見 ジ ュュュュュュュ ニニニニニニアアアアアアソソソソソソフフフフフフトトトトトトボボボボボボーーーーーールルルルルルククククククララララララブブブブブブ」」」」」」ニアソフ トボールクラブ 」  
出出出出場場場場出場 ししししまままますすすすします !!!!!!!!! !

 
小  
林   
大 
輝
   
 
セ
ン
タ
ー

こ 

ば
や
し 

だ
い 

き

神
郷
油
野（
神
代
小
�
年
）

�
エ
ラ
ー
を
し
な
い
よ
う
に
す
る
。
打
つ

方
で
も
い
い
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
を
し
た
い
。

��

 
小  
松 　
 
慧  
フ
ァ
ー
ス
ト
／
主
将

こ 

ま
つ 

け
い

哲
多
町
成
松（
本
郷
小
�
年
）

�
キ
ャ
プ
テ
ン
な
の
で
、
自
分
か
ら
声
を

出
し
て
、
み
ん
な
を
引
っ
張
り
た
い
。

�����

 
難  
波   
歩 
天
   
 
ラ
イ
ト

な
ん 

ば 

ほ 

だ
か

哲
西
町
畑
木（
野
馳
小
�
年
）

�
全
国
大
会
で
は
、
出
場
す
る
全
打
席
で

ヒ
ッ
ト
が
打
て
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。

�����

 
池  
田   
拓 
海
   
 
セ
カ
ン
ド

い
け 

だ 

た
く 

み

唐
松（
唐
松
小
�
年
）

�
全
国
大
会
で
試
合
に
出
た
ら
ヒ
ッ
ト
が
打

て
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

�����

 
小  
谷   
敦 
己
   
 
サ
ー
ド

こ 

だ
に 

あ
つ 

き

哲
多
町
本
郷（
本
郷
小
�
年
）

�
自
分
の
で
き
る
こ
と
を
き
ち
ん
と
や
り
、
み
ん

な
の
足
を
引
っ
張
ら
な
い
よ
う
に
頑
張
り
た
い
。

��

 
横  
内   
直 
也
   
 
シ
ョ
ー
ト

よ
こ 

う
ち 

な
お 

や

高
尾（
高
尾
小
�
年
）

�
自
分
の
や
れ
る
こ
と
は
や
っ
て
、一
回
で

も
多
く
勝
ち
、な
る
べ
く
優
勝
し
た
い
。

��

 
竹  
本   
匠 
吾
   
 
レ
フ
ト

た
け 

も
と 

し
ょ
う 

ご

西
方（
西
方
小
�
年
）

�
試
合
に
出
場
し
、
と
に
か
く
ま
ず
ヒ
ッ

ト
を
１
本
打
ち
た
い
と
思
い
ま
す
。

��

 
寺  
田 　

巧
   
 
セ
ン
タ
ー

て
ら 

だ 

た
く
み

高
尾（
高
尾
小
�
年
）

�
全
国
大
会
の
試
合
で
は
１
本
で
も
多
く

ヒ
ッ
ト
が
打
て
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
。

��

 
川  
上   
卓  
也  
ピ
ッ
チ
ャ
ー

か
わ 

か
み 

た
く 

や

哲
多
町
田
淵（
新
砥
小
�
年
）

�
エ
ー
ス
ピ
ッ
チ
ャ
ー
と
し
て
、
全
国
大

会
で
は
一
生
懸
命
頑
張
り
た
い
で
す
。

��

 
長  
谷  
川  
敬 
広
   
 
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー

は 

せ 

が
わ 

た
か 

ひ
ろ

哲
多
町
成
松（
本
郷
小
�
年
）

�
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
な
の
で
、
ピ
ッ
チ
ャ
ー

の
リ
ー
ド
を
し
っ
か
り
と
や
り
た
い
。

��

 
窪  
木   
海 
斗
   
 
セ
カ
ン
ド

く
ぼ 

き 

か
い 

と

西
方（
思
誠
小
�
年
）

�
大
会
で
は
、
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
と
守
備
の

両
方
を
し
っ
か
り
と
頑
張
り
ま
す
。

��

 
清  
水  
新  
太 
郎
   
 
レ
フ
ト

し 

み
ず 

し
ん 

た 

ろ
う

高
尾（
高
尾
小
�
年
）

�
１
本
で
も
多
く
ヒ
ッ
ト
を
打
っ
て
試
合
に

勝
ち
、優
勝
に
近
づ
け
る
よ
う
に
し
た
い
。

��
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今
大
会
に
は
、
地
元
新
見

市
か
ら
も
岡
山
県
の
代
表
と

し
て
『
新
見
ジ
ュ
ニ
ア
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
』
が
出
場

し
ま
す
。

　

市
内
の
各
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
で
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
に
打
ち

込
む
子
ど
も
た
ち
の
中
か
ら

選
抜
さ
れ
た
選
手
た
ち
は
、

昨
年
か
ら
練
習
を
重
ね
、
今

大
会
の
出
場
権
を
獲
得
し
ま

し
た
。

　

現
在
も
指
導
者
の
も
と
、

大
会
に
向
け
て
熱
の
こ
も
っ

た
練
習
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。　
　

  
大
会
に
出
場
す
る
選
手
・

監
督
・
コ
ー
チ
等
を
紹
介
し

ま
す
！

※
「
背
番
号
」、「
氏
名
」、「
ポ

ジ
シ
ョ
ン
」、「
住
所
（
学
校

名
）」、「
大
会
へ
の
意
気
込

み
」の
順
に
掲
載（
敬
称
略
）

　　 特集「第 ２ 回 春季全日本小学生男子ソフトボール大会」

 
坂  
東   
優 
太
   
 
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー

ば
ん 

ど
う 

ゆ
う 

た

唐
松（
唐
松
小
�
年
）

�
試
合
に
出
場
し
た
ら
、１
本
で
も
多
く
の

ホ
ー
ム
ラ
ン
を
打
ち
た
い
と
思
い
ま
す
。

�����

 
黒  
川   
太 
斗
   
 
ラ
イ
ト

く
ろ 

か
わ 

た
い 

と

草
間（
草
間
台
小
�
年
）

�
試
合
で
は
思
い
切
っ
た
プ
レ
ー
が
で
き

る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

�����

 
藤  
井   
郁 
洋
   
 
セ
ン
タ
ー

ふ
じ 

い 

い
く 

み

哲
多
町
本
郷（
本
郷
小
�
年
）

�
み
ん
な
の
力
で
全
国
ま
で
来
た
の
で
、一
戦

一
戦
力
を
合
わ
せ
て
全
国
優
勝
し
た
い
。

�����

 
赤  
井   
裕 
斗
   
 
ピ
ッ
チ
ャ
ー

あ
か 

い 

ひ
ろ 

と

高
尾（
高
尾
小
�
年
）

�
絶
対
全
国
優
勝
！
打
席
で
は
ち
ゃ
ん
と
役
割
を
果

た
し
、投
手
で
は
打
た
せ
て
取
る
投
球
を
し
た
い
。

�����

 
池  
田   
敬 
三
   
  
監
督

い
け 

だ 

け
い 

ぞ
う

唐
松

�
全
員
の
夢
に
向
か
っ
て
一
つ
一
つ
頑
張
り
た
い
と

思
い
ま
す
の
で
、
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

 
谷  
本   
隆 
之
   
  
コ
ー
チ

た
に 

も
と 

た
か 

ゆ
き

新
見

�
ス
ピ
ー
ド
・
パ
ワ
ー
を
も
う
ひ
と
ラ
ン
ク
上
げ
て
、

機
動
力
を
活
か
し
て
上
位
入
賞
を
目
指
し
ま
す
。

 
難  
波 　

毅
   
  
コ
ー
チ

な
ん 

ば 

つ
よ
し

哲
西
町
畑
木

�
こ
れ
ま
で
練
習
し
た
成
果
を
十
分
に
発
揮

し
、
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
夢
を
叶
え
ま
す
。

 
池  
本   
弘 
二
   
 
ト
レ
ー
ナ
ー

い
け 

も
と 

こ
う 

じ

大
佐
田
治
部

�
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
、
一
つ
で
も
多
く
試
合
に

勝
て
る
よ
う
、
ト
レ
ー
ナ
ー
と
し
て
頑
張
り
ま
す
。

�����

�����

�����

 
 
瀬   
翔 
夢
   
 
セ
ン
タ
ー

せ 

し
ょ
う 

む

上
市（
上
市
小
�
年
）

�
試
合
に
出
場
で
き
な
く
て
も
、
ベ
ン
チ

で
大
き
な
声
を
出
し
て
盛
り
上
げ
た
い
。

�����

 
吉  
田   
和 
史
   
 
サ
ー
ド

よ
し 

だ 

か
ず 

し

西
方（
思
誠
小
�
年
）

�
ベ
ン
チ
で
も
大
き
な
声
を
出
し
、
み
ん
な

と
一
緒
に
勝
て
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
。

�����

 
福  
水 　

真
   
  
引
率
責
任
者

ふ
く 

す
い 

ま
こ
と

草
間

�
一
生
懸
命
に
頑
張
る
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
、
ベ

ン
チ
の
雰
囲
気
を
盛
り
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

つ
の
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��������	
��

プラカードを持ち行進を行う みなさん
左から

 山  川  瑠  也 くん（大佐田治部）、
やま かわ りゅう や

 野  崎 　 萌 くん（哲西町大野部）、
の ざき めぐみ

 竹  本  幸  平 くん（石蟹）
たけ もと こう へい

　すごく緊張すると思うけど、たくさん練習して、本番で
はみんなの先導が上手くできるように、しっかりと行進し
たいと思います。出場する選手のみんなには、僕らの分ま
で頑張ってもらいたいです。

��������	


場内アナウンスを行うみなさん
前列左から

 道  満  康  江 さん（正田）、 名  越  聡  恵 さん（西方）、
どう まん やす え な ごし あき え

 山  上  正  子 さん（西方）、 妻  木  陽  子 さん（西方）
やま がみ まさ こ つま き よう こ

後列左から

 古  谷  明  子 さん（新見）、 太  枝  智  子 さん（新見）
こ だに あき こ おお えだ さと こ

　一生懸命に頑張る子どもたちを応援しながら、主役は子
どもであるということを十分に認識し、子どもたちがのび
のびとプレーできるようにスムーズな試合進行に努め、み
なさんが聞きやすい放送を行いたいと思います。

��������	

会場を盛 り 上げます !
福
ふく

    嶋  稔  文  会長（＝写真左から２人目）ら神郷高瀬
しま とし ふみ

若連中のみなさん
　大会期間中は私たちも出店し、少しでも会場がにぎやか
になるよう、頑張って盛り上げたいと思います。
　我々も球場の外から応援していますので、出場する選手の
みなさんには、いい試合を期待しています。

��������	


他県から出場するチームを応援する
野馳スポーツ少年団員と保護者の
みなさん
　僕たちが応援するチームが日本一になるよう、大きな声
を出して頑張りたい。また、新見から出場する選手には、
たくさんホームランを打ってもらいたいです。それに他の
県から出場する選手とも仲良くなりたいと思います。

応援 します！
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こ
の
大
会
で
は
、
市
内
外
か
ら

集
ま
っ
た
総
勢
�
�
�
名
に
も
及

ぶ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
に
よ
り

大
会
が
運
営
さ
れ
ま
す
。
大
会
期

間
中
に
会
場
で
直
接
運
営
を
支
え

る
人
の
ほ
か
に
も
、
地
域
ご
と
に

各
県
代
表
チ
ー
ム
の
応
援
を
行
っ

た
り
、
出
店
を
通
し
て
大
会
を
盛

り
上
げ
て
く
だ
さ
る
地
域
の
み
な

さ
ん
…
な
ど
、
市
民
を
あ
げ
て
の

取
り
組
み
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
全
国
か
ら
本
市

を
訪
れ
る
み
な
さ
ん
を
温
か
く
迎

え
る
た
め
、
大
会
に
向
け
た
練
習

や
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
大
会
に
出
場
す
る
選
手
・

関
係
者
を
応
援
す
る
メ
ッ
セ
ー
ジ

も
届
い
て
い
ま
す
の
で
あ
わ
せ
て

紹
介
し
ま
す
。

※
今
月
号
の
市
報
と
あ
わ
せ
て
、

紙
を
切
り
貼
り
す
る
こ
と
で
簡
単

に
作
る
こ
と
が
で
き
る
『
メ
ガ
ホ

ン
』
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
も
手
作
り
メ
ガ
ホ
ン

を
手
に
、
全
国
か
ら
来
新
す
る
選

手
た
ち
を
精
一
杯
応
援
し
ま
し
ょ

う
。

　
■
大
会
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

　

全
日
本
小
学
生
男
子
ソ
フ
ト
ボ

　

ー
ル
大
会
実
行
委
員
会
事
務
局

　

（
生
涯
学
習
課
内
）

 
（
�
�
�
�
�
�
）

大
会
の
情
報
・
試
合
結
果
は

公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

さあ、みなさん ！
子どもたちを　　　に行きましょう！！応援

���������	
��

 坂  井   寛 子   さん
さか い ひろ こ

北京五輪金メダリスト
太陽誘電
ソフトボールチーム

��������	
�

 林 　 文 彦   さん（菅生出身）
はやし ふみ ひこ

平林金属男子ソフトボールクラブ　投手
　新見市で全国大会が開催され嬉しく思っています。今も続
けているソフトボールは色々な人と出会うことで私を成長
させてくれます。出場されるみなさんは大会を楽しみ、新た
な出会いにより成長されることを期待しています。

　　 特集「第 ２ 回 春季全日本小学生男子ソフトボール大会」

　

今
大
会
の
期
間
中
、
各
会
場
で

行
わ
れ
る
試
合
の
結
果
な
ど
は
、

今
大
会
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
＝

写
真
左
）
で
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

ま
た
、
新
見
ピ
オ
ー
ネ
球
場
で

行
わ
れ
る
試
合
に
つ
い
て
は
、
本

市
の
光
フ
ァ
イ
バ
網
を
有
効
に
活

用
し
、
全
国
に
向
け
て
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
よ
る
動
画
配
信
（
試
合

の
模
様
を
生
中
継
し
ま
す
）
を
行

う
予
定
に
し
て
い
ま
す
。

　

こ
ち
ら
も
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
本
大
会
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア

ド
レ
ス
（http://w

w
w
.city
.niim
i.o

ka
y
a
m
a
.jp/usr/soft2

0
0
8
/ind
e

x
.htm

）
あ
る
い
は
新
見
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（  
新
見
市
役
所  　
　
    

ま
た
は  http：

//w
w
w
.city
.niim

i.

okayam
a. jp/

）か
ら
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

検
索�
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見市議会議員一般選挙の投票日 です 。

　

こ
の
期
日
前
投
票
は
、
�
月
�

日
�
〜
�
月　

日
�
の
期
間
、
毎

��

日
�
時　

分
〜　

時
ま
で
、
期
日

��

��

前
投
票
所
一
覧
の
場
所
で
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

　

な
お
入
場
券
が
届
い
て
い
る
場

合
に
は
、
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

 
郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票

　

身
体
に
重
度
の
障
害
が
あ
る
人

で
、
身
体
障
害
者
手
帳
（
�
級
〜

�
級
）、
戦
傷
病
者
手
帳
（
特
別

項
症
〜
第
�
項
症
）
の
交
付
を
受

け
て
い
る
人
、
お
よ
び
介
護
保
険

の
要
介
護
認
定
に
お
い
て
「
要
介

護
�
」
と
認
定
さ
れ
た
人
は
、
そ

の
障
害
の
部
位
等
に
よ
っ
て
、
在

宅
の
ま
ま
郵
便
で
投
票
す
る
こ
と

が
で
き
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

郵
便
投
票
制
度
の
利
用
を
希
望

す
る
人
は
、
あ
ら
か
じ
め
市
選
挙

管
理
委
員
会
に
申
請
し
、「
郵
便
投

票
証
明
書
」
の
交
付
を
受
け
、
こ

れ
を
添
え
て
投
票
用
紙
等
を
市
選

挙
管
理
委
員
会
に
請
求
し
て
く
だ

さ
い
。

　

請
求
期
限
は
、
�
月
�
日
�
ま

で
で
す
。

 
投
票
の
方
法

　

今
回
の
選
挙
は
、
当
日
投
票
お

よ
び
期
日
前
投
票
に
お
い
て
、
電

子
投
票
機
を
使
用
し
た
投
票
と
な

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
入
場
券
を

紛
失
し
た
場
合
で
も
、
投
票
当
日

に
決
め
ら
れ
た
投
票
所
で
入
場
券

の
再
交
付
を
受
け
れ
ば
投
票
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

 
投
票
所
の
変
更
に
つ
い
て

　

今
回
の
選
挙
で
は
、
市
内　

か
��

所
に
投
票
所
を
設
置
し
ま
す
。

　

な
お
、
次
の
投
票
区
に
つ
い
て

は
、
会
場
の
都
合
な
ど
に
よ
り
従

前
の
投
票
所
と
は
異
な
っ
た
施
設

で
行
い
ま
す
の
で
、
お
間
違
え
の

な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

■
新
見
第
�
投
票
区
（
高
尾
）

（
旧
）
備
中
県
民
局
新
見
支
局

        
�

（
新
）
新
見
第
一
中
学
校

■
新
見
第�

投
票
区
（
西
方
）

��

（
旧
）
西
方
小
学
校
体
育
館

        
�

（
新
）
西
方
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

 
期
日
前
投
票

　

投
票
は
、
選
挙
の
期
日
（
�
月

　

日
）
に
決
め
ら
れ
た
投
票
所
で

��行
う
こ
と
が
原
則
で
す
。

　

し
か
し
、
仕
事
や
旅
行
な
ど
で

選
挙
当
日
、
投
票
が
で
き
な
い
人

は
、
投
票
日
の
前
日
ま
で
に
期
日

前
投
票
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

 
投
票
で
き
る
人

　

こ
の
選
挙
で
投
票
す
る
こ
と
が

で
き
る
の
は
、
次
の
三
つ
の
条
件

を
全
て
満
た
し
て
い
る
人
で
す
。

①
満　

歳
以
上
の
日
本
国
民
（
平

��
成
元
年
�
月　

日
以
前
（　

日

��

��

を
含
む
）
に
生
ま
れ
た
人
）

②
基
準
日
で
あ
る
平
成　

年
�
月

��

�
日
現
在
、
新
見
市
内
に
引
き

続
き
�
か
月
以
上
居
住
し
、
か

つ
住
民
基
本
台
帳
に
記
載
さ
れ

て
い
る
人

③
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
お

り
、
投
票
日
当
日
、
選
挙
権
の

あ
る
人

※
な
お
、
選
挙
人
名
簿
は
、
�
月

�
日
（
�
時　

分
〜　

時
）
に
、

��

��

市
選
挙
管
理
委
員
会
で
縦
覧
に

供
し
ま
す
の
で
、
新
た
に
登
録

さ
れ
た
人
を
確
認
す
る
場
合
は

縦
覧
く
だ
さ
い
。

 
投
票
所
入
場
券

　

投
票
所
入
場
券
は
、
�
月
�
日

か
ら
世
帯
ご
と
に
封
書
で
郵
送
し

ま
す
の
で
、
投
票
の
際
は
入
場
券

を
忘
れ
ず
に
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
投
票
所
名
は
入
場
券
に
記

載
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

　

投
票
の
資
格
が
あ
る
人
で
、
入

場
券
が
届
か
な
い
場
合
に
は
、
市

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
へ
お
問

　�月��日�は、新見市長選挙および新見市議会議員一般選挙が行われます。
　今回の選挙は、今後�年間、新見市政を担っていく人を選ぶ大切な選挙です。有権者のみなさん
は、必ず投票に参加してください。
　選挙は電子投票で行われますが、操作はとても簡単なので安心して投票所にお越しください。
■問い合わせ先　新見市選挙管理委員会（������）

“あなたの
   大切な一票” �
������������	
��
����

投票日

�月��日�
投票時間

�時～��時
※投票終了時間を�時間繰
　り上げていますので、
　　ご注意ください。
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新見市長選挙 および 新見市議会議員一般選挙

�月 ����日 （ 日 ） は 、新見市長選挙 お よび 新  

す
。
時
間
は
い
ず
れ
も　

時
か
ら

��

　

時
ま
で
で
す
。

��■
�
月�

日
� 
祝
日

��

　

フ
レ
ス
タ
（
高
尾
）

　

ボ
ン
エ
ー
ス
（
大
佐
小
阪
部
）

■
�
月�

日
�

��

　

サ
ン
パ
ー
ク
（
正
田
）

　

Ａ
コ
ー
プ
あ
し
ん
（
高
尾
）

�
�
月�

日
�

��

　

に
い
み
プ
ラ
ザ
（
高
尾
）

　

こ
の
他
、
市
内
各
地
で
模
擬
投

票
を
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

が
で
き
る
よ
う
、
選
挙
の
ル
ー
ル

を
守
り
ま
し
ょ
う
。

 
開
票
の
日
時
・
場
所

【
日
時
】

　

�
月　

日
�　
　

時　

分
〜

��

��

��

【
場
所
】

　

思
誠
小
学
校
体
育
館

 
模
擬
投
票
の
実
施
に
つ
い
て

　

電
子
投
票
に
つ
い
て
、
み
な
さ

ん
が
不
安
な
く
投
票
で
き
る
よ
う

次
の
日
程
で
模
擬
投
票
を
行
い
ま

　

ま
た
、
代
理
投
票
に
つ
い
て
も
、

こ
れ
ま
で
と
同
様
に
行
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。

 
選
挙
に
は
大
切
な 

 
ル
ー
ル
が
あ
り
ま
す
。

　

選
挙
は
、
民
主
主
義
の
基
本
と

な
る
大
切
な
も
の
で
す
。

　

有
権
者
の
み
な
さ
ん
は
、
候
補

者
の
政
見
な
ど
を
十
分
見
極
め
て
、

自
覚
を
も
っ
て
投
票
に
臨
み
ま
し

ょ
う
。

　

買
収
・
供
応
な
ど
の
選
挙
違
反

を
一
掃
し
、
自
由
で
明
る
い
投
票

り
ま
す
。

　

画
面
に
触
れ
る
こ
と
で
有
権
者

の
み
な
さ
ん
の
投
票
意
思
を
確
認

し
な
が
ら
投
票
が
進
む
仕
組
み
に

な
っ
て
い
ま
す
。

 
操
作
補
助
制
度 

 
代
理
投
票
制
度

　

電
子
投
票
機
の
操
作
に
不
安
が

あ
る
人
、
ま
た
は
途
中
で
操
作
方

法
が
分
か
ら
な
く
な
っ
た
人
は
、

申
し
出
に
よ
り
操
作
の
補
助
を
受

け
な
が
ら
投
票
す
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。

山村開発センター新見期日前投票所

大佐源流振興館大佐期日前投票所

神郷保健センター神郷期日前投票所

新見市哲多支局哲多期日前投票所

きらめき広場・哲西哲西期日前投票所

期日前投票所一覧投票所一覧

上市市民センター新見第��投票区新見市総合福祉センター新見第�投票区

西方ふれあいセンター新見第��投票区城山体育館新見第�投票区

小南消防会館新見第��投票区新見商工会館新見第�投票区

吉原公会堂新見第��投票区新見第一中学校新見第�投票区

足立会館新見第��投票区正田ふれあいセンター新見第�投票区

新見市大佐支局大佐第�投票区唐松市民センター新見第�投票区

交流センター大佐第�投票区石蟹ふれあいセンター新見第�投票区

田治部小学校大佐第�投票区長屋公会堂新見第�投票区

東山会館大佐第�投票区井倉市民センター新見第�投票区

平松館大佐第�投票区井倉公民館含翠分館新見第��投票区

旧布瀬小学校大佐第�投票区法曽農作業準備休憩施設新見第��投票区

勘定会館大佐第�投票区草間市民センター新見第��投票区

旧淳和小学校大佐第�投票区宮原公会堂新見第��投票区

旧大井野中学校大佐第�投票区井倉野公会堂新見第��投票区

源流の家大佐第��投票区足見ふれあいセンター新見第��投票区

神郷保健センター神郷第�投票区大原管理所新見第��投票区

神代小学校体育館神郷第�投票区土橋交流センター新見第��投票区

神郷公民館笹尾分館神郷第�投票区湯川一区集会所新見第��投票区

旧油野小学校体育館神郷第�投票区豊永市民センター新見第��投票区

神郷公民館三室分館神郷第�投票区森国公会堂新見第��投票区

神郷公民館高瀬分館神郷第�投票区栩尾公会堂新見第��投票区

新郷市民センター神郷第�投票区川筋公民館新見第��投票区

神郷公民館三坂分館神郷第�投票区重福寺新見第��投票区

哲多総合センター哲多第�投票区消防北部分団第�部乙原機庫新見第��投票区

哲多郷土文化館哲多第�投票区下黒谷集会所新見第��投票区

哲多Ｂ＆Ｇ海洋センター哲多第�投票区指野集会所新見第��投票区

夢ひろば萬歳哲多第�投票区中熊谷地区コミュニティハウス新見第��投票区

井原コミュニティハウス哲多第�投票区下熊谷小学校新見第��投票区

金ボタル交流館哲多第�投票区菅生市民センター新見第��投票区

新砥公民館哲多第�投票区三社女躰神社新見第��投票区

大田ふれあいセンター哲多第�投票区青地集会所新見第��投票区

畑木集会所哲西第�投票区花見公会堂新見第��投票区

本区生活改善センター哲西第�投票区井原郷土文化伝承館新見第��投票区

下野部集会所哲西第�投票区成地公会堂新見第��投票区

きらめき広場･哲西哲西第�投票区千屋市民センター新見第��投票区

哲西公民館矢神分館哲西第�投票区旧実小学校体育館新見第��投票区

下タ集会所哲西第�投票区福本ふれあいセンター新見第��投票区

坂本地区コミュニティハウス新見第��投票区
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る
こ
と
に
決
定

第
�
回　
　

月
�
日
開
催

��

●
廃
校
の
利
活
用
に
つ
い
て
協
議

●
花
火
大
会
に
つ
い
て
協
議

●
大
佐
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
ア
ク
セ
ス
道
の

改
良
に
つ
い
て
協
議

第　

回　

�
月
�
日
開
催

��

●
大
佐
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
利
用
促
進
に
つ

い
て
協
議

●
安
心
安
全
対
策
に
係
る
振
り
込
め
詐

欺
等
の
対
応
に
つ
い
て
協
議

第　

回　

�
月
�
日
開
催

��

●
集
落
機
能
強
化
事
業
補
助
金
に
つ
い

て
協
議神

郷
地
域
審
議
会

第
�
回　
　

月
�
日
開
催

��

●
地
元
選
出
市
議
会
議
員
と
意
見
交
換

会第　

回　
　

月
�
日
開
催

��

��

●
ふ
る
さ
と
振
興
に
つ
い
て

・
神
郷
温
泉
再
開
に
向
け
て
意
見
交
換

の
場
を
つ
く
る
こ
と
を
確
認

第　

回　

�
月
�
日
開
催

��

●
ふ
る
さ
と
振
興
に
つ
い
て

・
神
郷
温
泉
の
存
続
に
向
け
て
地
域
全

体
で
協
力
す
る
こ
と
を
確
認

第　

回　

�
月
�
日
開
催

��

●
神
郷
地
域
審
議
会
の
ま
と
め
に
つ
い
て

地地地地
域域域域
審審審審
議議議議

地
域
審
議
会会会会会

こ

ち

ら

新
見
地
域
審
議
会

第
�
回　
　

月　

日
開
催

��

��

●
環
境
問
題
に
つ
い
て
生
活
環
境
課
か

ら
事
業
概
要
の
説
明
を
受
け
、
課
題

に
つ
い
て
意
見
交
換

第
�
回　
　

月　

日
開
催

��

��

●
地
域
防
犯
対
策
に
係
る
提
言
書
の
提

出
に
つ
い
て
報
告

●
環
境
問
題
に
係
る
課
題
の
提
言
事
項

に
つ
い
て
協
議

第
�
回　

�
月　

日
開
催

��

●
環
境
問
題
に
つ
い
て
ま
と
め
の
協
議

・
提
言
書
提
出
等
会
長
に
一
任
す
る
こ

と
を
決
定

●
公
共
施
設
の
管
理
・
活
用
チ
ェ
ッ
ク

に
つ
い
て
協
議

第
�
回　

�
月　

日
開
催

��

●
公
共
施
設
の
管
理
・
活
用
チ
ェ
ッ
ク

に
つ
い
て
協
議

大
佐
地
域
審
議
会

第
�
回　
　

月
�
日
開
催

��

●
大
佐
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
つ
い
て
協
議

・
有
効
利
用
、
施
設
充
実
に
係
る
事
項

を
要
望
す
る
こ
と
に
決
定

●
大
佐
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
に
つ
い
て
協
議

・
利
用
促
進
に
関
す
る
事
項
を
要
望
す

・
任
期
中
の
活
動
報
告
書
を
ま
と
め
る

こ
と
を
決
定

哲
多
地
域
審
議
会

第
�
回　
　

月　

日
開
催

��

��

●
哲
多
支
局
管
内
各
種
施
設
の
視
察

第
�
回　
　

月　

日
開
催

��

��

●
哲
多
支
局
管
内
各
種
施
設
の
視
察
結

果
に
つ
い
て
協
議

第
�
回　

�
月　

日
開
催

��

●
管
内
の
諸
業
種
・
諸
施
設
の
視
察
を

行
う
こ
と
を
決
定

哲
西
地
域
審
議
会

第
�
回　
　

月　

日
開
催

��

��

●
今
後
の
審
議
会
の
進
め
方
に
つ
い
て

・
道
の
駅
、
小
規
模
高
齢
化
集
落
問
題

等
意
見
交
換
。
継
続
協
議
と
す
る
。

第
�
回　
　

月
�
日
開
催

��

●
今
後
の
審
議
会
の
進
め
方
に
つ
い
て

・
荒
廃
農
地
、
空
き
家
対
策
等
意
見
交

換
。
継
続
協
議
と
す
る
。

第　

回　

�
月
�
日
開
催

��

●
荒
廃
農
地
、
空
き
家
情
報
等
に
つ
い

て
協
議

第　

回　

�
月
�
日
開
催

��

●
第
２
期
審
議
会
委
員
と
し
て
の
感
想

等
意
見
交
換

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
審
議
会
で
の

審
議
内
容
に
つ
い
て
、
主
な
も
の
を

紹
介
し
ま
す
。

　本年�月から教員免許更新制が実施されます。
平成��年�月��日までに教員免許状を取得した
現職教員のみなさんは、各自の修了確認期限まで
に大学等で��時間以上の免許状更新講習を受講・
修了し、県教育委員会に必要な手続きを行うこと
が必要となります。                
　教員免許状をお持ちでも現職教員でないみなさ
んは、免許状更新講習を受講することはできません
が、お持ちの免許状が失効することはありません。 
　臨時または非常勤の講師として学校に勤務する
ことを希望される人で、各自の修了確認期限が過
ぎている場合には、勤務前に免許状更新講習を受
講・修了することが必要になりますが、市教育委

員会に登録すれば免許状更新講習を受講すること
ができるようになります。なお、登録は更新講習
受講資格の付与に必要なものであり、直ちに採用
が決定されるものではありません。
  制度の詳しい内容については、岡山県教育庁教
職員課給与免許班（����-���-����）にお問い合
わせいただくか文部科学省のホームページ
（  文部科学省 　　  　　　　
またはｈｔｔｐ：//ｗｗｗ�ｍｅｘｔ�ｇｏ�
ｊｐ/ａ_ｍｅｎｕ/ｓｈｏｔｏｕ/ｋｏｕｓｈｉｎ/
ｉｎｄｅｘ�ｈｔｍ）をご覧ください。
■問い合わせ先
　学校教育課学事係（������）

検索�

��������	
	����������
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（
各
委
員
会
と
も
◎
が
委
員
長
、○
が
副
委
員
長
。以
下
、敬
称
略
）

総
務
常
任
委
員
会

■
視
察
委
員

　

◎
仲
田　

○
稲
富

　

土
屋
晋
、
山
本
、
土
屋
一
、
杉

■
日
程

　

�
月　

日
〜　

日

��

��

■
視
察
場
所
と
内
容

　

【
埼
玉
県 
草  
加 
市
】

そ
う 

か

　

・
事
務
事
業
評
価
シ
ス
テ
ム

　

【
千
葉
県 
習  
志  
野 
市
】

な
ら 

し 

の

　

・
地
域
担
当
制

　

【
千
葉
県 
印  
西 
市
】

い
ん 

ざ
い

　

・
緊
急
情
報
発
信
シ
ス
テ
ム　

　

草
加
市
で
は
、
事
務
事
業
の
目

的
と
成
果
目
標
を
明
確
に
設
定
し
、

�
半
期
毎
に
進
捗
度
お
よ
び
達
成

度
を
測
定
・
評
価
す
る
事
務
事
業

評
価
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
調
査
し

ま
し
た
。

　

習
志
野
市
で
は
、
縦
割
り
行
政

の
欠
点
を
克
服
し
、
市
民
の
意
向

を
市
政
に
反
映
す
る
た
め
、
職
員

が
各
地
域
の
担
当
者
と
な
り
、
地
域

課
題
の
解
決
を
図
る
と
い
う
地
域

担
当
制
に
つ
い
て
調
査
し
ま
し
た
。

　

印
西
市
で
は
、
災
害
時
に
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
回
線
か
ら
専
用
サ
ー

バ
を
介
し
、
あ
ら
か
じ
め
登
録
し

て
い
る
市
民
の
携
帯
電
話
に
必
要

な
情
報
を
送
信
す
る
緊
急
情
報
発

信
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
調
査
し
ま

し
た
。

市
民
生
活
常
任
委
員
会

■
視
察
委
員

　

◎
津
島　

○
藤
澤

　

池
田
、
榎
、
羽
場

■
日
程

　

�
月　

日
〜　

日

��

��

■
視
察
場
所
と
内
容

　

【
滋
賀
県 
東  
近  
江 
市
】

ひ
が
し 

お
う 

み

　

・
認
知
症
啓
発
推
進
事
業

　

【
岐
阜
県 
中  
津  
川 
市
】

な
か 

つ 

が
わ

　

・
健
康
福
祉
情
報
シ
ス
テ
ム

　
　

（
元
気
カ
ー
ド
）

　

【
長
野
県
松
本
市
】

　

・
熟
年
体
育
大
学
（
い
き
い
き

　
　

健
康
ひ
ろ
ば
事
業
）

　

東
近
江
市
で
は
、
認
知
症
に
対

す
る
啓
発
推
進
事
業
が
多
岐
に
わ

た
っ
て
行
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
調
査
し
ま
し
た
。

　

中
津
川
市
で
は
、
健
診
結
果
が

記
録
さ
れ
た
カ
ー
ド
を
発
行
し
、

住
民
が
自
分
の
健
診
結
果
を
経
年

的
に
把
握
で
き
る
事
業
に
つ
い
て

調
査
し
ま
し
た
。

　

松
本
市
で
は
、
中
高
年
を
対
象

に
し
た
独
自
開
発
に
よ
る
計
測
器

を
用
い
た
個
別
の
運
動
処
方
に
よ

る
健
康
づ
く
り
事
業
を
展
開
し
て

お
り
、
事
業
の
詳
細
に
つ
い
て
調

査
し
ま
し
た
。

文
教
常
任
委
員
会

■
視
察
委
員

　

◎
塩
飽　

○
小
郷

　

串
馬
、
前
田
、
面
田

■
日
程

　

�
月　

日
〜　

日

��

��

■
視
察
場
所
と
内
容

　

【
埼
玉
県 
所  
沢 
市
】

と
こ
ろ 

ざ
わ

　

・
環
境
教
育

　

・
学
校
版
環
境
Ｉ
Ｓ
Ｏ
・
キ
ッ

　
　

ズ
Ｉ
Ｓ
Ｏ
プ
ロ
グ
ラ
ム

　

【
茨
城
県 
守  
谷 
市
】

も
り 

や

　

・
廃
校
施
設
活
用　

も
り
や
学

　
　

び
の
里

　

【
東
京
都
荒
川
区
】

　

・
荒
川
区
立
第
七 
峡  
田 
小
学
校

は
け 

た

　
　

エ
コ
改
修

　

所
沢
市
で
は
、
環
境
教
育
の
取

り
組
み
と
し
て
、
全
て
の
学
校
で

導
入
し
て
い
る
学
校
版
環
境
Ｉ
Ｓ

Ｏ
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
、
各
家
庭
で
参

加
し
て
い
る
キ
ッ
ズ
Ｉ
Ｓ
Ｏ
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
つ
い
て
調
査
し
ま
し
た
。

　

守
谷
市
で
は
、
廃
校
に
な
っ
た
小

学
校
施
設
を
地
域
住
民
と
ア
ー
カ

ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
国
内
外
の
若
手

現
代
芸
術
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
創
作

活
動
支
援
事
業
）
が
社
会
教
育
施

設
と
し
て
活
用
し
て
い
る
「
も
り
や

学
び
の
里
」を
調
査
し
ま
し
た
。

　

荒
川
区
で
は
、
学
校
エ
コ
改
修

を
通
じ
、
そ
の
プ
ロ
セ
ス
や
改
修

後
の
学
校
を
�
生
き
た
教
材
�
と

し
て
環
境
教
育
の
推
進
に
役
立
て

て
い
る
荒
川
区
立
第
七
峡
田
小
学

校
を
調
査
し
ま
し
た
。

経
済
建
設
常
任
委
員
会

■
視
察
委
員

　

◎
坂
口　

○
四
木

　

塚
本
、
山
口
、
林
、
井
山

■
日
程

　

�
月　

日
〜　

日

��

��

■
視
察
場
所
と
内
容

　

【
栃
木
県 
真  
岡 
市
】

も 

お
か

　

・
伝
統
的
な
産
品
で
あ
る
真
岡

　
　

木
綿
を
生
か
し
た
市
街
地
の

　
　

活
性
化

　

【
栃
木
県 
茂  
木 
市
】

も
て 

ぎ

　

・
有
機
物
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ン

　
　

ト
、
山
村
振
興
（
か
ぐ
や
姫

　
　

の
里
づ
く
り
）

　

【
栃
木
県 
那  
須  
野  
ヶ  
原 
土
地
改

な 

す 

の 

が 

は
ら

　

良
区
連
合
】

　

・
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
小
規
模
水

　
　

力
発
電
、
太
陽
光
発
電
）

　

【
栃
木
県
日
光
市 
湯  
西  
川 
温
泉

ゆ 

に
し 

か
わ

　

流
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
】

　

・
生
活
の
安
定
と
雇
用
の
確
保
、

　
　

ダ
ム
お
よ
び
周
辺
地
域
の
活

　
　

性
化
事
業

　

地
域
内
の
産
業
振
興
事
業
、
生

活
振
興
事
業
、
生
活
や
産
業
の
廃

棄
物
有
効
活
用
施
策
、
そ
し
て
自

然
資
源
の
活
用
施
策
を
視
察
し
、

関
係
事
業
団
体
と
強
力
な
関
係
を

基
礎
に
し
た
取
り
組
み
や
住
民
や

地
域
の
団
体
等
が
協
力
し
合
っ
て

高
い
効
果
を
上
げ
て
い
る
活
動
な

ど
を
調
査
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
施
設
や
事
業
を
一
層

有
効
に
活
用
し
な
が
ら
、
地
域
の

住
民
は
も
と
よ
り
市
民
や
団
体
等

が
互
い
に
連
携
し
補
い
合
っ
て
、

市
全
体
で
取
り
組
ん
で
行
く
こ
と

が
重
要
と
感
じ
ま
し
た
。

議
会
運
営
委
員
会

■
視
察
委
員

　

◎
山
本　

○
林

　

津
島
、
塩
飽
、
仲
田
、
面
田

　

榎
、
坂
口
、
羽
場
、
杉

■
日
程

　
　

月　

日
〜　

日

��

��

��

■
視
察
場
所
と
内
容

　

【
京
都
府 
京  
丹  
後 
市
、
兵
庫
県

き
ょ
う 

た
ん 

ご

　
 
赤  
穂 
市
】

あ
こ 

う

　

・
会
派
制
と
議
会
運
営
、
議
会

　
　

改
革
等

　

会
派
制
に
よ
る
効
率
的
な
議
会

運
営
、
議
会
改
革
の
先
進
事
例
に

つ
い
て
、
今
後
の
議
会
の
活
性
化
、

市
民
に
信
頼
さ
れ
る
議
会
づ
く
り

の
た
め
に
調
査
し
ま
し
た
。

※
委
員
会
傍
聴
を
希
望
さ
れ
る
人

は
開
会　

分
前
ま
で
に
議
会
事

��

務
局
で
受
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

議
会
事
務
局（
�
�
�
�
�
�
）

　
 
平
成�

年
度　
 
�
�
�
�
�
�
�
�
	

��
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本
市
で
は
、
本
年
度
試
行
的

に
「
認
定
こ
ど
も
園
」
を
開
園

し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
平
成　
��

年
に
国
が
教
育
と
保
育
を
一
体

的
に
行
う
「
認
定
こ
ど
も
園
制

度
」
を
創
設
し
た
の
を
契
機
に
、

い
ち
早
く
取
り
入
れ
た
も
の
で

す
。

　

近
年
、
核
家
族
化
の
進
行
や

共
稼
ぎ
世
帯
の
増
加
等
に
よ
り
、

保
護
者
か
ら
の
幼
稚
園
や
保
育

所
に
対
す
る
子
育
て
支
援
等
の

要
望
が
多
様
化
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
の
中
、
既
存

の
枠
組
み
を
越
え
て
幼
稚
園
と

保
育
所
の
良
い
と
こ
ろ
を
活
か

し
な
が
ら
両
方
の
役
割
を
担
う

こ
と
を
目
的
と
し
て
生
ま
れ
た

の
が
「
認
定
こ
ど
も
園
制
度
」

で
す
。

　

こ
れ
ま
で
は
、
幼
稚
園
と
保

育
所
制
度
の
一
体
化
が
困
難
で

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
公
立
の
施

設
で
の
認
定
こ
ど
も
園
へ
の
取

り
組
み
は
全
国
的
に
進
ん
で
い

な
い
の
が
実
情
で
す
。
し
か
し
、

本
市
で
は
平
成　

年
�
月
か
ら
、

��

認定こども園への取り組みについて

市市
長長
室室
だだ
よよ
りり

新
た
に
大
佐
地
区
と
哲
西
地
区

に
お
い
て
幼
稚
園
と
保
育
所
の

「
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
」の
開

園
を
予
定
し
て
お
り
、
先
進
的

な
本
市
の
取
り
組
み
は
各
地
か

ら
多
く
の
問
い
合
わ
せ
や
視
察

を
受
け
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

認
定
こ
ど
も
園
の
利
点
は
、

①
幼
児
教
育
・
保
育
サ
ー
ビ
ス

を
総
合
的
に
行
う
こ
と
に
よ

り
、
保
護
者
側
に
と
っ
て
子

育
て
の
選
択
肢
が
広
が
る
。

②
子
ど
も
た
ち
が
�
歳
ま
で
一

貫
し
た
教
育
・
保
育
を
受
け

ら
れ
る
。

③
子
育
て
の
不
安
や
悩
み
の
相

談
な
ど
、
子
育
て
支
援
体
制

が
強
化
さ
れ
る
。

　

等
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

幼
児
期
は
生
涯
に
わ
た
る
人

間
形
成
の
基
礎
が
培
わ
れ
る
大

切
な
時
期
で
す
。
本
市
で
は
、

こ
の
大
切
な
時
期
に
保
護
者
の

み
な
さ
ん
が
安
心
し
て
子
育
て

が
で
き
る
よ
う
就
学
前
の
教

育
・
保
育
の
充
実
に
努
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

庁
用
自
動
車
の
競
売
を
次
の

と
お
り
実
施
し
ま
す
。

　

な
お
、
入
札
に
は
、
こ
の
他

に
必
要
な
条
件
が
あ
り
ま
す
の

で
、
必
ず
「
入
札
案
内
書
」
を

ご
請
求
く
だ
さ
い
。

■
処
分
物
件

　

自
動
車「
身
体
障
害
者
輸
送
車
」

　

・
年
式　

平
成
�
年
式

　

・
車
検
切
れ

　

・
予
定
価
格
（
最
低
売
払
い

　
　

価
格
）

　
　

�
� ,
�
�
�
円

■
処
分
の
方
法

　

一
般
競
争
入
札

■
入
札
方
法
お
よ
び
条
件
等

・
新
見
市
契
約
規
則
の
定
め
に

　

よ
り
実
施
し
ま
す
。

・
市
は
競
売
財
産
に
つ
い
て
、瑕

　

疵
担
保
責
任
を
負
い
ま
せ
ん
。

・
そ
の
他
現
状
の
ま
ま
引
き
渡

　

し
ま
す
。
引
き
渡
し
後
は
、

　

い
か
よ
う
な
事
態
に
も
市
は

　

一
切
の
責
任
を
負
い
ま
せ
ん
。

■
入
札
保
証
金

　

入
札
金
額
の
�
／
�
�
�
以

上
を
入
札
前
の
受
付
時
に
納
付

し
て
く
だ
さ
い
。

■
売
買
代
金
の
納
入

　

落
札
者
は
、
契
約
締
結
時
に

売
買
代
金
の　

パ
ー
セ
ン
ト
を

��

内
金
と
し
て
納
入
し
、
契
約
後

　

日
以
内
に
残
金
を
完
納
し
て

��い
た
だ
き
ま
す
。

■
名
義
変
更
手
続
き

　

名
義
変
更
手
続
き
に
係
る
手

数
料
は
、
落
札
者
の
負
担
と
な

り
ま
す
。

■
入
札
日
時
・
場
所

・
日
時　

�
月　

日
�

��

　

受
付
開
始　
　

時　

分
〜

��

��

　

入
札
開
始　
　

時
〜

��

・
場
所  
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー

　

�
階
会
議
室

■
入
札
物
件
の
下
見

　

総
務
課
管
財
係
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

※
�
月
�
日
�
か
ら
�
月
�
日

�
の
�
時
か
ら　

時
ま
で

��

　

（
土
・
日
曜
日
は
除
く
）

■
資
料
請
求
・
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課
管
財
係

　

（
�
�
�
�
�
�
）

■競売物件

車両前側

車両後側

車両内部

競
売

公
告
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■対象営業品目

　○事務用品

　○印刷・図書

　○電気機械器具

　○医療機器・介護用品

　○自動車（車両販売・車検・修理）

　○灯油

　○清掃業務

　※上記対象営業品目のうち、入札に付さない軽

微なものも申請書の提出が必要になりますの

でご注意ください。

■受付期間　　

　�月�日�から�月��日�まで

■受付時間

　�時から��時まで（正午から��時までを除く）

　※ただし、土・日曜日、祝日を除く

■受付場所・問い合わせ先

　総務課管財係（������）

　※詳細については、新見市ホームページ

　　（  新見市役所   　　 　　　  または

　　http://www. city. niimi. okayama. jp/ )を

　　ご覧ください。

検索�

　市では、次の対象営業品目を取り扱う業者（個人商店を含む）を対象に「物品購入」および「役
務提供」に係る指名願いの受付を実施しています。
　市が行う物品購入および役務提供の競争入札に参加を希望される業者の人は、必ず申請書を提出
してください。

　物品・役務の指名願い
����������������
平成
���
�年度

　「ふるさとにいみ応援基金寄付金」（ふるさ
と納税）に対し、市内外を問わず、多くのみ
なさんからご寄付をいただいております。
　�月��日現在で��件、��万�千円です。
　寄付をいただいたみなさんには、お礼とし
て市報にいみの定期発送（�年間）ならびに
地域特産品の詰め合わせをお送りしています。
  全国各地で活躍されている友人や知人のみ
なさんにも、この制度をご紹介いただき、よ
り一層のご支援をいただきますよう、ご協力
お願いします。
　公表に同意をいただいた寄付者のみなさん
は次のとおりです。

　ふるさと「にいみ」を応援いただき、あり
がとうございます。

■問い合わせ先　総務課総務係（������）

 「 ふ る さ と に い み 」
応援 いただいています 。

����� さん（京都市）

������さん（早島町）
���������	
��
���

�月�日～��日は

春の交通安全県民運動
�月��日は

交通事故死ゼロロ
を目指す日
　�月�日�から��日�までの��日間、「春の交通安
全県民運動」が県下一斉に展開されます。また、�月��
日�は「交通事故死ゼロを目指す日」です。
　ドライバーはもちろん、市民一人ひとりが交通事故
を起こさないこと、また、交通事故に遭わないための
安全な行動を心がけましょう。

運動の重点目標

　最重点目標
　　�子どもと高齢者の交通事故防止

　重点目標
　　�全ての座席のシートベルトとチャイルド
　　　シートの正しい着用の徹底
　　�自転車の安全利用の推進
　　�飲酒運転の根絶
　　�交差点における正しい通行の徹底

■問い合わせ先

　生活環境課生活交通係（������）
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国
民
年
金
は
、
老
後
や
も
し
も

の
時
に
あ
な
た
の
大
き
な
支
え
と

な
り
ま
す
。
保
険
料
の
未
納
が
続

く
と
老
後
に
年
金
を
受
け
取
る
こ

と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
し
、
納

付
が
遅
れ
る
こ
と
で
障
害
年
金
や

遺
族
年
金
を
受
け
取
れ
な
い
場
合

も
あ
り
ま
す
。
も
し
も
の
時
に
後

悔
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
保
険

料
は
き
ち
ん
と
納
期
内
に
納
め
ま

し
ょ
う
！
（
納
期
は
翌
月
末
で
、

�
年
経
過
す
る
と
時
効
に
よ
り
納

め
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。）

　

な
お
、
保
険
料
の
未
納
が
長
期

間
続
け
ば
、
保
険
料
を
納
付
さ
れ

て
い
る
人
と
の
公
平
性
を
損
な
う

こ
と
と
な
り
、
結
果
的
に
社
会
連

帯
に
基
づ
く
基
礎
年
金
制
度
の
根

幹
を
揺
る
が
し
か
ね
な
い
重
大
な

問
題
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
県
下
の
各
社
会
保

険
事
務
所
で
は
、
度
重
な
る
納
付

督
励
（
戸
別
訪
問
や
催
告
状
の
送

付
）
を
行
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
納
付
義
務
を
果
た
し
て
い
た

だ
け
な
い
人
に
対
し
、
未
納
者
本

人
だ
け
で
な
く
連
帯
納
付
義
務
者

で
あ
る
配
偶
者
や
世
帯
主
の
財
産

を
差
し
押
さ
え
る
強
制
徴
収
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

●
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が

　

困
難
な
と
き
は
…

　

国
民
年
金
に
は
、
保
険
料
納
付

が
免
除
さ
れ
る
制
度
や
猶
予
さ
れ

る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
納
付
が
困

難
だ
か
ら
と
い
っ
て
未
納
の
ま
ま

に
せ
ず
、
必
ず
市
役
所
の
国
民
年

金
窓
口
で
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

※
保
険
料
免
除
な
ど
が
承
認
さ
れ

た
期
間
は
、
老
後
に
年
金
を
受

け
取
る
た
め
の
資
格
期
間
に
含

ま
れ
る
だ
け
で
な
く
、
万
一
の

時
に
、
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族

基
礎
年
金
を
受
け
取
る
資
格
期

間
に
も
含
ま
れ
ま
す
。

　
　

ま
た
、
失
業
さ
れ
た
人
は
、

離
職
票
や
失
業
保
険
受
給
資
格

者
証
等
を
添
付
す
れ
ば
、
前
年

の
所
得
に
関
係
な
く
免
除
さ
れ

る
特
例
も
あ
り
ま
す
の
で
、
必

ず
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
市
民
課
国
保
年
金
係

　

（
�
�
�
�
�
�
）

　

国
民
年
金
保
険
料
��
�
���
�
�
�
�
�
	



き
ち
ん
と

学生の人は��歳未満の 人は納付が困難なときは
学生納付特例制度若年者納付猶予制度保険料免除制度

　本人が学生であるとき
に限って利用できる制度
で、申請が承認されると
保険料の全額についての
納付が猶予されます。
　学生納付特例は、本人
の前年の所得が一定額以
下であれば、配偶者や世
帯主の前年の所得にかか
わらず承認されます。

　本人が��歳未満である
ときに限って利用できる
制度で、申請が承認され
ると保険料の全額につい
ての納付が猶予されます。
　納付猶予は、本人と配
偶者の前年所得が一定額
以下であれば、世帯主の
前年所得にかかわらず承
認されます。

　経済的な理由などで、
保険料を納めることが難
しいときに利用できる制
度で、申請が承認される
と保険料納付の全額また
は一部（�/�、�/�、�/�）が
免除されます。
　保険料免除は、本人と
配偶者、世帯主の前年所
得が一定額以下であれば
承認されます。

ももっこ
カードは
届きましたか？
　市報2月号でお知らせしましたが、現在、新
見市では新しい「ももっこカード」への更新を
行っております。
　３月になってもお手元に届いていない場合は、
社会福祉課までお問い合わせください。
　なお、４月以降に出産予定の人で、新しい
「ももっこカード」をお持ちでない場合はご連絡
ください。
■問い合わせ先　

　社会福祉課子育て支援係（������）

　�月�日�・�日�の�日間、施設メンテナ
ンスのため、臨時休館します。
　利用者のみなさんにはご迷惑をお掛けします
が、よろしくお願いします。

■問い合わせ先
　商工観光課観光振興係（������）

新見千屋温泉いぶきの里新見千屋温泉いぶきの里
臨時休館のお知らせ臨時休館のお知らせ
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市
で
は
次
の
よ
う
な
各
種
手
当

制
度
（
申
請
が
必
要
）
を
設
け
て

い
ま
す
の
で
、
該
当
の
人
は
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

特
別
障
害
者
手
当
・
障
害
児
福
祉

手
当

　

重
度
の
障
害
が
あ
る
た
め
、
日

常
生
活
に
お
い
て
常
時
特
別
な
介

護
を
必
要
と
す
る
人
に
支
給
さ
れ

ま
す
。
特
別
障
害
者
手
当
は
在
宅

の　

歳
以
上
の
人
に
、
障
害
児
福

��
祉
手
当
は　

歳
未
満
の
人
に
支
給

��

さ
れ
ま
す
。

※
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

新
見
市
心
身
障
害
児
福
祉
年
金

　

身
体
障
害
者
手
帳
（
�
級
〜
�

級
）、
療
育
手
帳
（
Ａ
・
Ｂ
）、
精

神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
（
�
級

〜
�
級
）
の
い
ず
れ
か
の
交
付
を

受
け
て
い
る　

歳
未
満
の
児
童
を

��

監
護
し
て
い
る
人
に
、
そ
の
障
害

に
あ
わ
せ
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

特
別
児
童
扶
養
手
当

　
　

歳
未
満
の
精
神
、
知
的
ま
た

��
は
身
体
に
重
度
の
障
害
が
あ
る
児

童
を
監
護
し
て
い
る
人
に
支
給
さ

れ
ま
す
。

※
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

児
童
手
当

　

小
学
校
�
年
生
ま
で
の
児
童
を

養
育
し
て
い
る
人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

※
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

児
童
扶
養
手
当

　

父
親
の
い
な
い　

歳
未
満
の
児

��

童
を
監
護
し
て
い
る
母
親
な
ど
に

支
給
さ
れ
ま
す
。

※
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

父
子
家
庭
児
童
養
育
手
当

　

母
親
の
い
な
い　

歳
未
満
の
児

��

童
を
監
護
し
て
い
る
父
親
に
支
給

さ
れ
ま
す
。

※
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

子
育
て
支
援
金

　

新
生
児
を
出
産
し
、
引
き
続
き

本
市
の
市
民
で
あ
る
人
に
支
給
さ

れ
ま
す
。

腎
臓
機
能
障
害
者
通
院
手
当

　

人
工
透
析
療
法
の
た
め
医
療
機

関
に
通
院
し
て
い
る
腎
臓
機
能
障

害
者
（
身
体
障
害
者
手
帳
�
級
）

に
対
し
、
通
院
費
の
一
部
を
給
付

し
ま
す
。

◆
障
害
者
自
立
支
援
法
に
よ
る

　

サ
ー
ビ
ス

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

・
介
護
給
付

　

障
害
程
度
が
一
定
以
上
の
人
に

生
活
上
ま
た
は
療
養
上
必
要
な
介

護
を
行
い
ま
す
。

（
例
）
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
、
シ
ョ
ー

ト
ス
テ
イ
、
施
設
入
所
支
援
な

ど
・
訓
練
等
給
付

　

身
体
的
ま
た
は
社
会
的
な
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
や
就
労
に
つ
な

が
る
支
援
を
行
い
ま
す
。

（
例
）
自
立
訓
練
、
就
労
移
行
支
援
、

　

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
な
ど

補
装
具
費
の
支
給

　

補
装
具
の
購
入
や
修
理
に
か
か

る
費
用
の
原
則
�
割
を
自
己
負
担
、

�
割
を
市
で
負
担
し
ま
す
。

地
域
生
活
支
援
事
業

　

障
害
者
を
総
合
的
に
支
援
す
る

体
制
を
つ
く
り
、
様
々
な
事
業
を

行
い
ま
す
。

（
例
）
相
談
支
援
、日
常
生
活
用
具
の

給
付
、移
動
支
援
、日
中
一
時
支

援
、社
会
参
加
促
進
事
業
な
ど

■
問
い
合
わ
せ
先

　

社
会
福
祉
課
社
会
福
祉
係

　

（
�
�
�
�
�
�
）

社
会
福
祉
課
か
ら
の
お
知
ら
せ
で
す
！

��������	
����
���������
〈後期高齢者医療（長寿医療）保険料について〉  次に該当する人は、年金からの保険料天引きが開始されます。

■問い合わせ先　市民課国保年金係（������）

�平成��年�月の保険料が年金から天引きされている人
　　�平成��年�月に天引きされた金額と同じ額が４月以降も引き続き年金から天引き

�平成��年�月�日から��月�日までに��歳到達・転入・障害認定等により、後期高齢者医療
　（長寿医療）制度に加入された人
　　�平成��年�月から年金からの天引きが開始

�平成��年度の保険料軽減措置（均等割 �. �割軽減、所得割�割軽減）の対象となったことに伴い、
　平成��年��月分以降に年金からの天引きが中止された人
　　�平成��年�月から�月までは納付書（口座振替）により個人納付
　　�平成��年��月からは年金からの天引きが再開　

　なお､�月以降、年金からの保険料天引きが行われない人は､７月中旬に送付される「保険料決定通
知書」によりお知らせします。

※�年金受給額が年額��万円未満であったり、介護保険料と後期高齢者医療（長寿医療）保険料の合計額が年金受給額の�／�
を超えている場合などは、年金からの天引きが行われないことがあります。

　�納付書による納付の場合、後期高齢者医療 （長寿医療）保険料の口座振替手続きを行っている人は、口座振替による納付となります。
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春
は
転
勤
や
就
職
、
入
学
な
ど

で
異
動
の
多
い
時
期
で
す
。
忙
し

さ
に
追
わ
れ
、
つ
い
忘
れ
が
ち
に

な
る
の
が
転
入
や
転
出
に
伴
う
届

け
出
で
す
。
手
続
き
を
怠
る
と
選

挙
に
参
加
で
き
な
か
っ
た
り
、
国

民
年
金
を
受
け
取
れ
な
く
な
っ
た

り
す
る
な
ど
の
不
利
益
を
受
け
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
転
入
、
転
出
、
転
居
、

世
帯
変
更
の
届
出
期
間
は
、
法
律

で
異
動
（
転
入
・
出
な
ど
）
の
日

か
ら　

日
以
内
と
定
め
ら
れ
て
お

��

り
、
こ
の
期
間
を
過
ぎ
て
届
け
出

を
行
っ
た
場
合
に
は
、
簡
易
裁
判

所
へ
通
知
が
行
わ
れ
、
過
料
の
対

象
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で

早
め
に
届
け
出
を
し
ま
し
ょ
う
。

転
入
の
場
合
は
転
入
届
け
を
！

　

新
見
市
へ
住
み
は
じ
め
て
か
ら
、

　

日
以
内
に
転
入
の
届
け
出
を
行

��っ
て
く
だ
さ
い
。

転
出
の
場
合
は
転
出
証
明
書
の
交
付
を
！

　

市
外
へ
転
出
す
る
場
合
は
転
出

証
明
書
が
必
要
で
す
。
転
出
証
明

書
は
、
転
出
す
る
日
の　

日
前
か

��

ら
交
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
転
出
証
明
書
を
持
参
し
、
新

し
い
住
所
地
の
市
区
町
村
役
場
で
、

転
出
し
た
日
か
ら　

日
以
内
に
転

��

入
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

市
内
で
の
転
居
も
届
け
出
を
！

　

市
内
で
引
っ
越
し
を
し
た
場
合

も
異
動
後
、　

日
以
内
に
届
け
出

��

が
必
要
で
す
。

■
届
出
窓
口

　

市
民
課
市
民
係
、
各
支
局
市
民

福
祉
課
お
よ
び
各
市
民
セ
ン
タ
ー

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
課
市
民
係

　

（
�
�
�
�
�
�
）

　

大
佐
支
局
市
民
福
祉
課

　

（
�
�
�
�
�
�
）

　

神
郷
支
局
市
民
福
祉
課

　

（
�
�
�
�
�
�
）

　

哲
多
支
局
市
民
福
祉
課

　

（
�
�
�
�
�
�
）

　

哲
西
支
局
市
民
福
祉
課

　

（
�
�
�
�
�
�
）

そ
の
他
の
手
続
き
も 

お
忘
れ
な
く　
!!

●
水
道
休
止
の
届
け
出

　

引
っ
越
し
の
際
、
特
に
忘
れ
が

ち
な
の
が
水
道
の
休
止
届
で
す
。

　

転
出
し
た
後
で
も
休
止
の
届
け

出
を
行
う
ま
で
は
、
水
道
料
金
を

請
求
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

土
、
日
、
祝
日
は
、
業
務
を
行

っ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
遅
く
と
も

異
動
の
一
週
間
前
に
は
、
必
ず
上

水
道
課
管
理
係（
�
�
�
�
�
�
）

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
学
校
の
転
校
手
続
き

　

児
童
・
生
徒
の
い
る
家
庭
で
は
、

通
学
中
の
学
校
へ
転
校
の
届
け
出

を
行
い
、
必
要
書
類
の
交
付
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
書
類
は
、

新
し
い
学
校
へ
転
校
す
る
手
続
き

に
必
要
で
す
。

●
郵
便
局
へ
の
転
居
届

　

郵
便
局
へ
住
所
変
更
届
を
す
る

と
、
一
年
間
は
転
居
先
へ
郵
便
物

を
転
送
し
て
も
ら
え
ま
す
。

●届け出に必要なもの

その他の手続き届け出に必要なもの

・介護保険受給資格証明書を持参
（該当者のみ）
・国民健康保険の加入手続き（社会
保険に加入していない人）

・旧住所地で発行された後期高齢者
医療負担区分等証明書が必要

・障害者手帳を持参
・乳幼児、心身障害などの医療受給
資格者証（該当者のみ）

・旧住所地で発行され
た転出証明書
・印鑑
・届出人の本人確認が
できる身分証明書
　（運転免許証、パス
ポートなど）

転入届

・印鑑登録証
・国民健康保険被保険者証
・後期高齢者医療被保険者証
・乳幼児、心身障害などの医療受給
資格者証等（該当者のみ）の返還

・介護保険被保険者証

・転出先の正確な住所
・印鑑
・届出人の本人確認が
できる身分証明書
　（運転免許証、パス
ポートなど）

転出届

・国民健康保険被保険者証を持参
　（該当者のみ）
・後期高齢者医療被保険者証
・介護保険被保険者証
・乳幼児、心身障害などの医療受給
資格者証（該当者のみ）

・印鑑
・届出人の本人確認が
できる身分証明書
　（運転免許証、パス
ポートなど）

転居届

�
�
�
�

�
�
�
�
�
�

の�

転�

転�
入�

出�

　

男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ザ
で
は
、

毎
週
火
・
水
・
木
曜
日
（
祝
日
、

年
末
年
始
を
除
く
）
に
女
性
相
談

員
が
生
き
方
・
家
庭
の
こ
と
、
Ｄ

Ｖ
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
に
つ

い
て
相
談
を
受
け
付
け
て
お
り
ま

す
が
、
�
月
�
日
�
か
ら
は
開
設

日
が
毎
週
水
・
木
・
金
曜
日
（
祝

日
、
年
末
年
始
を
除
く
）
に
変
更

に
な
り
ま
す
。

※
開
設
時
間
は
、　

時
〜　

時
ま

��

��

　

で
■
問
い
合
わ
せ
先

　

新
見
市
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ザ

　

（
�
�
�
�
�
�
）

　

企
画
課
企
画
広
報
係

　

（
�
�
�
�
�
�
）

開
設
日
変
更
の

お
知
ら
せ

男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ザ
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4月分のe- マ イ ホ ー ム学習
受講者 を 募集 し ま す ！
自宅で好きな時間に何回でも様々な講座を受けられる

「e ーマイホーム学習」について、�月受講分の無料体験者を募集します。

申込方法

●対象者…………パソコンをお持ちの人で、新見市内に在住し、ラストワンマイル事業で整備した

光ファイバによるインターネット接続が可能な人

●利用人数………��人（申込受付順）

●サービス期間…�月�日�～�月��日�（�か月間で受講は終了となり、自動的に有料講座になるものではありません。）

●申込期間………�月�日�～�月��日�

●申込方法………市役所、各支局、各市民センターまたは市ホームページにある「ｅ－マイホーム

学習利用申請書」にてお申込みください。

※受講料は無料ですが、インターネット利用料は通常どおり利用者のご負担となります。

�「ｅ－マイホーム学習」に関する詳細については、昨年の市報��月号または市ホームページをご覧く

　ださい。

�「ｅ－マイホーム学習」ホームページ  ラストワンマイル　マイホーム　　

　ホームページアドレス

　ｈｔｔｐ ： / / ｗｗｗ� ｃｉｔｙ� ｎｉｉｍｉ� ｏｋａｙａｍａ� ｊｐ/ｕｓｒ/ｊｏｈｏｓｅｉｓａｋｕ/ｅｍｙｈｏｍｅ� ｈｔｍ

■問い合わせ先　情報政策課管理係（������）

検索 �

 ラストワンマイル事業

「Excel 初級編」 から 「フォトショップ」 まで、様々な講座があります。
少しでも興味がある人は、この機会に無料講座を体験し てみてください！！

　本市を代表する鍾乳洞「満奇洞・井倉洞」。自
然が長い年月をかけて造り上げた神秘の造形を多
くの子ども達に知ってもらうため、次の期間限定
で入洞料を割引します。ぜひこの機会に、自分た
ちの地域を探検してみませんか。
■期間　満奇洞：�月�日�～�月�日�まで
　　　　井倉洞：実施中（�月�日�まで）
■料金　
・小学生���円→無料（大人同伴の場合に限る。

満奇洞満奇洞 ・・ 井倉洞井倉洞 のの 入洞料入洞料 をを 割引割 引しし まますす!!! !

井倉洞 満奇洞

期間�
限定�

� ���������������������

ただし、大人�人につき、小学生�人まで無料）
・中学生���円→���円
・大人�����円→���円（子ども同伴の場合に限る。）
■対象　新見、高梁地区在住の小・中学生
　※窓口にて地区名、人数をお知らせください。
■問い合わせ先
・満奇洞管理事務所（������）
・（株）井倉洞（������）
　または商工観光課観光振興係（������）



20市報にいみ 第４８号
���������

気
軽
に
取
り
組
む

エ
コ
ラ
イ
フ

エ 
コ
ラ 
イ 
フ

～ノーマイカーのすすめ～
感
じ
、
す
が
す
が
し
い
�
日
が

始
ま
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

市
役
所
で
は
今
年
度
�
回

「
ノ
ー
マ
イ
カ
ー
デ
ー
」と
称
し

て
、
マ
イ
カ
ー
以
外
で
の
通
勤

を
職
員
に
呼
び
か
け
ま
し
た
。

徒
歩
や
自
転
車
、
バ
ス
な
ど
を

利
用
し
た
人
、
近
所
の
職
員
同

士
で
乗
り
合
わ
せ
て
通
勤
し
た

人
も
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

た
っ
た
�
日
間
だ
け
の
取
り
組

み
で
、
約
�
ト
ン
も
の
Ｃ 
Ｏ
� 

を
削
減
す
る
こ
と
が
で
き
た
の

で
す
。

　

日
々
の
生
活
の
中
で
マ
イ
カ

ー
は
非
常
に
便
利
で
、
無
け
れ

ば
不
便
を
感
じ
る
こ
と
も
あ
る

で
し
ょ
う
。
た
だ
、
少
し
で
も

利
用
を
減
ら
せ
る
の
で
あ
れ
ば
、

そ
れ
も
地
球
温
暖
化
防
止
活
動

の
一
つ
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

一
人
ひ
と
り
が
で
き
る
地
球

温
暖
化
防
止
活
動
、
で
き
る
こ

と
か
ら
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

こ
の
コ
ラ
ム
に
関
す
る
ご
意

見
・
お
問
い
合
わ
せ
は
、
生
活

環
境
課
（
�
�
�
�
�
�
）
ま

で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

本
市
で
は
地
理
的
条
件
も
あ

り
、
マ
イ
カ
ー
は
重
要
な
交
通

手
段
と
な
っ
て
い
ま
す
。
日
々

の
買
い
物
や
通
勤
な
ど
、
ど
う

し
て
も
マ
イ
カ
ー
が
必
要
な
人

も
多
い
で
す
よ
ね
。
こ
の
マ
イ

カ
ー
利
用
が
当
然
に
な
っ
て
い

る
生
活
を
、
ち
ょ
っ
と
振
り
返

り
今
一
度
考
え
直
し
て
み
ま
し

ょ
う
。

　

買
い
物
な
ど
ち
ょ
っ
と
し
た

近
所
へ
の
お
出
か
け
、
つ
い
つ

い
マ
イ
カ
ー
を
利
用
し
て
い
ま

せ
ん
か
。
雨
の
日
や
荷
物
の
多

い
と
き
な
ど
は
と
も
か
く
、
そ

う
で
な
い
場
合
に
は
、
ぜ
ひ
徒

歩
や
自
転
車
で
出
か
け
て
み
ま

し
ょ
う
。
途
中
で
出
会
う
人
と

の
会
話
や
普
段
見
過
ご
し
て
い

る
ま
ち
の
風
景
な
ど
、
何
か
新

し
い
発
見
が
あ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

　

日
々
の
通
勤
。
こ
れ
も
い
つ

も
の
習
慣
で
マ
イ
カ
ー
を
利
用

し
て
い
ま
せ
ん
か
。
も
し
職
場

ま
で
の
距
離
が
近
け
れ
ば
、
ぜ

ひ
ノ
ー
マ
イ
カ
ー
通
勤
を
し
て

み
ま
し
ょ
う
。
穏
や
か
な
天
気

の
日
に
は
心
地
よ
い
朝
の
風
を

���

　今月号の市報に併せて、地区総代を通じてゴミ収
集日程表を送付しています。
　配布部数に不足がある場合などは、生活環境課、
各支局および市民センターに置いていますので、お
知らせください。
★次の地区は、収集日の変更がありますのでご注意
　ください！
●大佐２区
　粗大ゴミの収集日が、金曜日に変わります。
●哲多地区
　粗大ゴミの収集日が、第�水曜日に変わります。
　なお、粗大ゴミについては、事前に申込んでから
出してください。
　ゴミ収集日程表は、新見市ホームページ

（   新見市役所　　　　　　　　　または　

ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ�ｃｉｔｙ�ｎｉｉｍｉ�ｏｋａｙａｍａ�ｊｐ/）から
もご覧いただけます。
　ご家庭からゴミを出される際は、日程表を確認のう
え、朝�時までに決められた場所に出してください。

■問い合わせ先
・生活環境課環境保全係（������）
・新見市処理センター　（������）
・大佐支局市民福祉課　（������）
・神郷支局市民福祉課　（������）
・哲多支局市民福祉課　（������）
・哲西支局市民福祉課　（������）

検索�

　私たちがお店でレジ袋をもらう回数を週に
�度ずつ減らすことで、もっと環境に優しい
生活へと変わります。
　私たちは�世帯で�か月に約��枚、�年間
で約���枚ものレジ袋を受け取っているとい
われています（全国平均）。市内で換算すると、
�か月で約��万枚以上のレジ袋が使われ、そ
の大部分がゴミになるとすれば、レジ袋�枚
あたり約��グラム、�か月で約� . �トン、�
年間で約��トン（約���万枚）が焼却処分さ
れていることになります。
　また、レジ袋は石油からできており、レジ
袋�枚を作るために約��ミリリットルの石
油原料が必要とされています。つまり、市内
全体では、約��万リットル、ドラム缶にして
���缶以上もの石油原料が必要となるのです。
　みなさんが、レジ袋を受け取らずに買い物
をすることで、資源の節約とゴミの減量化に
つながります。全国、また県内でも各店舗の
協力により、レジ袋の無料配布廃止
運動が広がっています。
　みなさんも買い物の際にはぜひ
マイバッグを持参し、レジ袋の
削減に努めましょう。

■問い合わせ先
　生活環境課環境保全係（������）

買い物は
マ イ バ ッグ持参で！

ゴ ミ収集日程表
（平成��年度）

を作成しました。
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本
市
の
特
産
物
で
あ
る
ト
マ

ト
や
ピ
オ
ー
ネ
、
モ
モ
を
新
た

に
栽
培
す
る
意
欲
の
あ
る
人
を

対
象
に
し
た
就
農
準
備
講
座
を

開
催
し
ま
す
。
あ
な
た
も
ト
マ

ト
、
ピ
オ
ー
ネ
、
モ
モ
の
プ
ロ

を
目
指
し
ま
せ
ん
か
。

■
対
象
者

�
市
内
で
新
た
に
ト
マ
ト
・
ピ
オ

ー
ネ
・
モ
モ
の
栽
培
を
始
め
る

人
や
栽
培
技
術
習
得
を
希
望

す
る
人
で
、
販
売
を
目
的
に

取
り
組
む
意
欲
の
あ
る
人

�
年
�
回
程
度
開
催
す
る
講
座

に
�
回
以
上
参
加
可
能
な
人

（
開
催
日
は
、原
則
平
日
の
午

前
中
）

�
現
地
集
合
で
き
る
人

　
　
　
　

見
学

　
　

月　

収
穫
、
片
付
け
と
反

��

　
　
　
　

省
会

③
モ
モ
コ
ー
ス

　

�
月　

受
粉

　

�
月　

摘
果

　

�
月　

袋
掛
け

　

�
月　

収
穫

　
　

月　

土
づ
く
り

��

　
　

月　

せ
ん
定

��
■
申
込
方
法

　

電
話
で
受
付
を
行
い
ま
す
の

で
、
次
の
問
い
合
わ
せ
先
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
申
込
締
切

　

�
月　

日
�

��

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

新
見
農
業
普
及
指
導
セ
ン
タ
ー

　

（
�
�
�
�
�
�
）

■
参
加
費

　

無
料
（
一
部
実
費
が
必
要
）

■
講
師

　

栽
培
農
家
、
農
協
営
農
指
導

員
、
農
業
普
及
指
導
セ
ン
タ
ー

職
員

■
内
容
（
年
間
各
�
回
程
度
）

①
ピ
オ
ー
ネ
コ
ー
ス

　

�
月　

花
穂
整
形
、
誘
引

　

�
月　

房
づ
く
り
、
袋
掛
け

　
　

月　

収
穫
、
出
荷
調
整

��

　
　

月　

土
づ
く
り

��

　

�
月　

せ
ん
定

　

�
月　

植
付
け

②
ト
マ
ト
コ
ー
ス

　

�
月　

鉢
あ
げ

　

�
月　

定
植

　

�
月　

誘
引
、
芽
か
ぎ

　

�
月　

選
果
場
、
先
進
ほ
場

ピオーネコースの様子

トマトコースの様子

モモコースの様子

〜
平
成　

年
度「
就
農
準
備
講
座
」受
講
生
を
募
集
中
〜

��

特
産
特
産
物
栽
培 
の　
      
に 
な
り
ま
せ
ん
か
？

プ
ロ

■問い合わせ先　都市整備課都計・住宅係（������）

■改正内容
�市営住宅の入居基準額が低くなります。
　　市営住宅への入居を希望する世帯の収入が、右の表に示した
改正後の入居基準額を超えた場合は、申込みができなくなります。

　　また、入居後�年以後にこの額を超えた世帯は、家賃が入
居している住宅での上限額になります。

�家賃の計算が変わります。
　　入居基準額の変更に伴い、家賃の計算も変わります。

�������「入居基準額」 ��低く �����

※収入とは、年間収入から経費や控除を引き、月収換算し
た金額

※裁量世帯とは、高齢者のみの世帯、障害者のいる世帯など

○入居基準額

改正後
（平成��年�月～）

 �
改正前世帯区分

�����������������円／月一般世帯

�����������������円／月裁量世帯

　所得分布の変化や高齢者世帯の増加等に伴い、全国的に公営住宅へ入居したくても入居できない人が多

くなっています。 

　この状況を改善するために、国は公営住宅をより住宅に困窮する低所得世帯の人に提供できるよう、平

成��年に公営住宅法施行令を改正し、平成��年�月から施行します。 

　本市でも市営住宅に係る規定を同じように改正していますのでお知らせします。
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生産調整を達成 して、“水田経営所得安定対策 ” に加入しませんか ！

　

平
成　

年
産
の
需
要
量
に
関
す

��

る
情
報
が
県
か
ら
示
さ
れ
た
こ
と

を
受
け
、市
、農
協
、農
家
の
代
表
な

ど
で
構
成
す
る「
新
見
市
水
田
農
業

推
進
協
議
会
」で
は
、平
成　

年
産

��

の
作
付
目
標
面
積
� , 
�
�
�
ヘ

ク
タ
ー
ル
の
配
分
方
法
と
配
分
率

（
�
�
�
）
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
各
水
稲
農
家
の
み

な
さ
ん
に
は
、
�
月
中
旬
に
平
成　
��

年
度
営
農
計
画
書
を
送
付
し
ま
す
。

　

な
お
、
各
農
家
の
み
な
さ
ん
の

水
稲
作
付
目
標
面
積
に
つ
い
て
は
、

所
有（
使
用
）水
田
面
積
の　

パ
ー

��

セ
ン
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。
昨
年

は
本
市
全
体
で　

ヘ
ク
タ
ー
ル
の

��

超
過
作
付
け
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

平
成　

年
度
は
計
画
的
に
作
付

��

け
し
、
生
産
調
整
へ
の
取
り
組
み

を
確
実
に
実
施
し
て
い
た
だ
く
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
内
調
整
、
生
産
組

合
内
調
整
、
集
落
営
農
組
合
内
調

整
を
さ
れ
る
場
合
、
代
表
者
は
農

林
課
ま
た
は
各
支
局
経
済
建
設
課

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●「
産
地
確
立
交
付
金
」

　

従
来
の「
産
地
づ
く
り
交
付
金
」の

名
称
が「
産
地
確
立
交
付
金
」へ
変
わ

り
ま
す
。

　

水
稲
作
付
目
標
面
積
を
達
成
し
、
集

荷
円
滑
化
対
策
に
拠
出
し
た
場
合

は
、
転
作
作
付
け
の
内
容
に
よ
り
「
産

地
確
立
交
付
金
」が
交
付
さ
れ
ま
す
。

　

平
成　

年
度
は
水
張
水
田
が
交

��

付
金
対
象
か
ら
除
外
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
新
規
需
要
米
（
米
粉
用
）

の
基
準
単
価
を
�
� ,
�
�
�
円
に

改
正
し
て
い
ま
す
（
�
�
�
）。

　

ぜ
ひ
生
産
調
整
を
実
施
し
て
い

た
だ
き
、
有
意
義
な
活
用
を
お
願

い
し
ま
す
。

●
新
規
創
設
事
業

　

平
成　

年
度
か
ら
新
た
に
「
水

��

田
等
有
効
活
用
促
進
交
付
金
」
が

創
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

水
稲
作
付
目
標
面
積
を
達
成
し

集
荷
円
滑
化
対
策
に
拠
出
し
た
場

合
は
、
平
成　

年
産
か
ら
の
転
作

��

拡
大
部
分
や
水
張
水
田
等
不
作
付

け
田
へ
�
品
目
を
作
付
け
し
生
産

拡
大
を
実
施
す
る
と
交
付
さ
れ
ま

す
（
�
�
�
）。

　

な
お
、「
産
地
確
立
交
付
金
」、

「
新
需
給
調
整
シ
ス
テ
ム
定
着
交

付
金
」
と
の
併
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

農
家
の
み
な
さ
ん
一
人
ひ
と
り

が
目
標
を
達
成
す
る
こ
と
で
、
地

域
全
体
の
達
成
へ
と
つ
な
が
り
、

全
国
的
な
食
糧
の
需
給
安
定
が
可

能
と
な
り
ま
す
。
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

生
産
調
整
に
取
り
組
み
、転
作
作

物
を
作
付
け
す
る
こ
と
は
、助
成
金

を
得
る
だ
け
で
な
く
作
物
の
収
穫
や

農
地
保
全
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。積

極
的
な
取
り
組
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
営
農
座
談
会

　

平
成　

年
度
は
、
交
付
金
の
名

��

称
が
「
産
地
確
立
交
付
金
」
に
変

わ
り
、
水
張
水
田
が
助
成
対
象
か

ら
外
れ
「
水
田
等
有
効
活
用
促
進

交
付
金
」
が
交
付
さ
れ
る
な
ど
、

取
組
内
容
が
変
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

詳
し
い
説
明
が
必
要
な
人
は
、

集
落
単
位
で
座
談
会
を
開
催
し
ま

す
の
で
、
�
月　

日
�
ま
で
に
農

��

林
課
、
各
支
局
経
済
建
設
課
ま
た

は
阿
新
農
協
農
産
課
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

農
林
課
農
業
畜
産
振
興
係

　

（
�
�
�
�
�
�
）

　

大
佐
支
局
経
済
建
設
課

　

（
�
�
�
�
�
�
）

　

神
郷
支
局
経
済
建
設
課

　

（
�
�
�
�
�
�
）

　

哲
多
支
局
経
済
建
設
課

　

（
�
�
�
�
�
�
）

　

哲
西
支
局
経
済
建
設
課

　

（
�
�
�
�
�
�
）

　

ま
た
は
阿
新
農
協
農
産
課 

　

（
�
�
�
�
�
�
）

�
�
�
�
�
�
�
�
	

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	

平成��年度 水稲の生産調整

●
主
役
は
農
家

　

転
作
田
を
有
効
に
活
用

標準的収入�
（平均収入）�

差額�
（差額の合算）�

当該年収入�
（各品目の収入）� 補てん金�－� ＝� ×�9割�

※補てん水準が見直され、１割までの減収に対する補てんと２割までの減収に対する補てんを選択できます。�

■対象　担い手（認定農業者または経理の一元化を行っている集落営農組織）　
■収入減少影響緩和対策（概要）
　米・麦・大豆の�品目を生産し、販売した当該年収入（品目ごとの収入）が
標準的収入（過去�年間のうち、中�か年の平均値）より下回ったらその
差額（品目ごとの差額を合算）の�割を補てんします。

■補てんを受ける条件（米の場合）
　�生産数量目標の範囲内で農産物検査�等以上のもの　�ＪＡや集荷業者に出荷したもの
　�消費者等に販売したもので書類により確認できるもの

■積立金の目安
　①�割の減収に対する補てんに加入した場合…��アール当たり約�����円の積立金
　②�割の減収に対する補てんに加入した場合…��アール当たり約�����円の積立金
※補てんがない場合は、積立金は返金または翌年に繰り越せます。（毎年精算）
※補てんがあった場合は、補てん額（下落の�割部分）の�／�が国、残り�／�が個人の積立金で補てんされます。
■問い合わせ先　阿新農協農産課（������）　中国四国農政局  地域第�課（����-���-����）

�平成��年産の
　加入手続きが�月から�月
まで行われます。
�対策には積立金が必要で
す。

�積立金は掛け捨てではあ
りません。
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■内　容
　パソコンでの文字入力を知り文書作成に挑戦
　（�回連続）
■対　象
　初めてパソコンを使う人、使ったがよくわから
　ないので再度挑戦してみたい人
■日　時
　昼の部・夜の部とも
　�月��日�、��日�、��日�
　昼の部　��：��～��：��
　夜の部　��：��～��：��

■会　場　まなび広場にいみ�階パソコン教室

■参加費　�, ���円（テキスト代は別途）

■定　員　��名（多数の場合は抽選）

■申込方法

　講座名（パソコン講座�月・昼の部または夜の

部）、郵便番号、住所、氏名、年齢、電話番号

を記入して、ハガキまたはＦＡＸで申込みくだ

さい。（電話では受付できません）

■申込締切

　昼の部・夜の部とも

　�月��日�

■申込み・問い合わせ先

　〒���－����

　新見市新見���－�

　生涯学習課生涯学習係

　（������　ＦＡＸ�����）

パソコン講座�パソコン講座�
まなび広場にいみ主催

ゆっくりのんびり
楽しもうパソコン！ � 3月

平成��年度の概要
・水稲生産数量目標：���������キログラム
・新見市基準単収：���キログラム／��アール
・水稲作付面積目標：�����ヘクタール
・配分方法：定率配分（ただし、昨年全部転作の人は���
　アール） 
・配分率：��パーセント 

表�　産地確立交付金

　産地確立交付金は、集荷円滑化対策に拠出し、生産調整を達
成した農業者（生産調整実施者）に対して交付されます。
　なお、交付単価は上限となっていますので、平成��年度の取
組面積が増えれば交付単価は下がります。
「集荷円滑化対策について」
�水稲作付面積��アール当たり�����円の拠出金が必要です。
�加入申込みは�月末に阿新農協で取りまとめます。
　��アール当たりの単価（上限） 

（注）�　「水張水田」「自己保全管理」「土地改良通年施行」「実績算入」は、
交付されません。

　　�　標記の「内容」については、�月中旬に送付する「平成��年度営農計画
書　水稲共済細目書異動申告票兼水稲生産実施計画および水田農業構
造改革交付金（産地確立交付金）等営農計画書（兼助成金申請書）兼生産
調整方針参加意向確認書」の所定の欄に、必ず記入をお願いします。

表�　
■水田等有効活用促進交付金および産地確立交付
　金の基本的位置づけ
　【イメージ図】

○食料自給力・自給率の向上と生産調整の実効性の確保に向けて支援
　①水田等有効活用促進交付金（新交付金）…水田等の最大
　　限の有効活用を促進
　　�新規転作田　�調整水田等不作付地
　　�水田裏作地で行われる麦の作付拡大に対して新たに交付金を交付
　②産地確立交付金…地域の創意工夫を活かした取り組みへの支援を継続

○取組内容
　�生産調整の実施　　�播種前契約等の締結
　�低コスト化の取組　�捨て作りの防止 

○対象作物（�品目）

（導入技術）面積払
単価��アール当たり

対象作物

（�ポイント以上）������円�）新規需要米［米粉・飼料用米］

（�ポイント以上）������円�）麦

（�ポイント以上）������円�）大豆

（�ポイント以上）������円�）飼料作物［ＷＣＳ用稲］ 

交付単価（上限）
【��アール当たりの単価】

内　　　　　容区分

������円
・個人または生産組合で取組面積�ha以上
   生産組合：�戸以上の農家で規約・名簿が整っている組織大豆　　

土
地
利
用
型
作
物

������円・上記以外
������円小豆
������円・畜産農家（家畜共済加入者）

飼料作物
（青刈稲も含む） ������円

・上記以外の農家で、畜産農家と供給契約の
あるもの（作付けはしているが供給契約が
ないものは「地力増進作物」となります。）

������円

基本
・専用稲を作付けし、集落または隣接する農
地で、作業を一体的に行っている所

・取組面積は��アール以上
・畜産農家との契約が必要

ホールクロップ
サイレージ
（発酵粗飼料稲）

������円担い手加算（認定農業者、集落営農組合員）
������円基本（��年度新植から�年間��年度まで）

ピオーネ

地
域
振
興
作
物
等

������円担い手加算（認定農業者、集落営農組合員）
������円基本

トマト
������円担い手加算（認定農業者、集落営農組合員）
������円基本 （��年度新植から�年間��年度まで）

リンドウ
������円担い手加算（認定農業者、集落営農組合員）
������円そば
������円・トルコキキョウ　・菊　・カーネーション花き
������円どじょう養殖水田
������円基本新規需要米

（米粉） ������円担い手加算（認定農業者、集落営農組合員）
 　　 �円・全体

水張水田
生
産
調
整
作
物
等

　 　 �円・部分

 �����円
景観形成作物・地力増進作物（レンゲ、コスモス、ひまわり、菜の花）
（青刈稲、飼料作物、トウモロコシ、クローバー）

������円
�年以上の利用権設定をし、��アール以上につ
いて借り手に対して助成。（ただし初年度のみ）

土地利用集積に
係る奨励金

H20まで� 主食用米�

裏作「麦」�

麦・大豆・飼料作物等�
調整水田等�
（不作付）�

過
剰
作
付�

H21まで�
H23まで�

主食用米�

水田等有効活用促進交付金�

産地づくり交付金�

産地確立交付金�

転作�
拡大�

作付�
拡大�

裏作「麦」�裏作拡大�

麦・大豆・飼料作物等�

表�　平成��年産水稲作付面積目標 

■水田等有効活用促進交付金 
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ス
ポ
ー
ツ
を
し
て
い
る
人
や
筋
肉
質
な
身
体

の
人
を
見
て
、「
あ
の
人
は
若
い
な
〜
」
と
思

っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
「
運
動
を
し
て

も
あ
ま
り
効
果
が
な
い
か
ら
…
」
と
い
っ
て
、

運
動
を
し
な
い
で
年
を
重
ね
て
い
る
と
体
力
も

次
第
に
衰
え
て
い
く
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

●
運
動
習
慣
の
あ
る
人

　

平
成　

年
�
月
に
実
施
し
た
健
康
づ
く
り
に

��

関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
に
よ
る
と
、
本
市

で
運
動
習
慣
が
あ
る
人
（　

分
以
上
の
運
動
を

��

週
�
回
の
割
合
で
�
年
以
上
続
け
て
い
る
人
）

は
、
全
体
の 　

・
�
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
り
、
同

��

年
度
の
国
民
栄
養
調
査
の
結
果（
男
性　

・
�
パ

��

ー
セ
ン
ト
、
女
性　

・
�
パ
ー
セ
ン
ト
）
と
比

��

較
す
る
と
や
や
低
い
傾
向
に
あ
り
ま
し
た
。
こ

れ
は
、「
運
動
を
続
け
る
こ
と
は
体
に
良
い
と
分

か
っ
て
い
て
も
、
仕
事
・
育
児
・
介
護
・
家
事

な
ど
に
追
わ
れ
て
運
動
が
で
き
な
い
」、「
農
作

業
等
で
体
を
使
っ
て
い
る
か
ら
運
動
を
し
な
く

て
も
よ
い
」
な
ど
、
運
動
時
間
の
確
保
や
運
動

に
対
す
る
考
え
方
等
が
影
響
し
て
い
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

●
体
を
動
か
し
て
メ
タ
ボ
予
防

　

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
（
内
臓
脂
肪

症
候
群
）
は
、
内
臓
脂
肪
が
増
え
る
こ
と
に
よ

り
、
高
血
糖
（
糖
尿
病
）・
高
血
圧
・
脂
質
異

常
（
高
脂
血
症
）
な
ど
を
招
き
、
動
脈
硬
化
か

安
全
な
運
動
の
た
め
の
６
か
条
を
参
考
に
、

気
持
ち
の
良
い
汗
を
流
し
ま
し
ょ
う
！

ら
心
臓
病
な
ど
の
病
気
に
つ
な
が
り
ま
す
。
し

か
し
、
内
臓
脂
肪
は
皮
下
脂
肪
に
比
べ
、
貯
ま

り
や
す
い
が
減
ら
し
や
す
い
と
い
う
特
徴
も
あ

る
た
め
、
運
動
不
足
や
食
べ
過
ぎ
等
を
改
善
す

る
こ
と
で
、
確
実
に
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
の
有
酸
素
運
動
は
、

内
臓
脂
肪
が
減
る
だ
け
で
な
く
、
善
玉
コ
レ
ス

テ
ロ
ー
ル
が
増
え
た
り
す
る
の
で
、
血
糖
値
や

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
値
も
改
善
さ
れ
ま
す
。

●
さ
ら
な
る
運
動
の
効
果

　

運
動
で
適
度
な
汗
を
か
く
と
、
ス
ッ
キ
リ
と

爽
や
か
な
気
持
ち
に
な
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。

　

運
動
に
は
、
ス
ト
レ
ス
解
消
だ
け
で
な
く
、

血
行
促
進
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
代
謝
・
筋
力
・
体
力

の
向
上
・
脳
の
活
性
化
と
い
っ
た
効
果
も
あ
り

ま
す
。

     
安
全
な
運
動
の
た
め
の
�
か
条

�
主
治
医
等
に
相
談
を

　

膝
痛
、
腰
痛
、
心
臓
病
等
の
治
療
を
さ
れ
て

い
る
人
は
、
運
動
を
始
め
る
前
に
主
治
医
に
相

談
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
運
動
中
や
運
動
後
に

強
い
痛
み
等
を
感
じ
た
ら
、
す
ぐ
運
動
を
中
止

し
ま
し
ょ
う
。

�
血
圧
の
高
い
人
は
血
圧
チ
ェ
ッ
ク

　

血
圧
の
高
い
人
は
、
運
動
を
行
う
前
に
十
分

“運動で 心身ともにリフレッシュ♪”

な
注
意
が
必
要
で
す
。
運
動
前
に
は
血
圧
と
体

調
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
体
調
が
悪
い
時
は
運
動
を

中
止
し
ま
し
ょ
う
。

�
運
動
の
量
や
強
さ
は
体
調
に
合
わ
せ
て

　

そ
の
日
の
体
調
に
よ
り
運
動
の
量
や
強
さ
を

調
節
し
、
無
理
を
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

�
熱
中
症
や
脱
水
症
状
に
要
注
意
！

　

運
動
中
で
も
適
度
に
、
運
動
後
は
し
っ
か
り

と
水
分
を
と
り
、
熱
中
症
や
脱
水
症
状
に
な
ら

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

�
気
候
に
あ
わ
せ
た
動
き
や
す
い
服
装
で

　

気
候
に
合
わ
せ
、
体
が
自
由
に
動
か
せ
る
よ

う
な
服
装
で
運
動
を
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
夜

間
に
歩
く
場
合
は
、
必
ず
蛍
光
タ
ス
キ
な
ど
を

利
用
し
ま
し
ょ
う
。

�
必
ず
準
備
運
動
・
整
理
運
動
を
行
う

  
準
備
運
動
は
ケ
ガ
を
予
防
し
、
整
理
運
動
は
疲

労
の
回
復
に
効
果
が
あ
り
ま
す
。
筋
肉
や
関
節
を

ほ
ぐ
し
て
安
全
に
楽
し
く
運
動
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

今
ま
で
運
動
を
し
て
い
な
か
っ
た
人
は
、
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
か
ら
始
め
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

体
調
や
天
候
の
悪
い
日
は
無
理
を
せ
ず
、
安

全
な
運
動
を
心
が
け
、
春
を
感
じ
な
ら
散
歩
す

る
感
覚
で
歩
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
づ
く
り
課
（
�
�
�
�
�
�
）

《健康増進計画イメージ
  キャラクター》

ニッヒーくん
★
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検検検検検検検検検検診診診診診診診診診診検診
日日日日日日日日日日程程程程程程程程程程日程

休休休休休休休休休休日日日日日日日日日日休日
診診診診診診診診診診療療療療療療療療療療診療 診療時間はいずれも

9時から17時までです。

担当病院

準準準準準準準準準準夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜間間間間間間間間間間準夜間
診診診診診診診診診診療療療療療療療療療療診療 高尾高西町・介護老人保健

施設「くろかみ」内

新見市休日・準夜間診療所（������）
診 療 日：月～金曜日　
休 診 日：毎週土曜日、日曜日、祝日
診療時間：��時～��時
診療科目：内科、小児科

�月�日（日）

新見市 太田病院 �72-0214    
庄原市 東城病院 �08477-2-2150
真庭市 中山病院（内・外） �0867-42-0371
真庭市 杉江医院（内・外） �0867-52-3456

�月��日（日）

新見市　渡辺病院 �72-2123
庄原市　瀬尾医院 �08477-2-0023
真庭市　金田病院(内・外)  �0867-52-1191
真庭市　宮島医院（内） �0867-44-2403

�月��日（金）

新見市 新見中央病院 �72-2110
庄原市 こぶしの里病院 �08477-2-5255
真庭市 勝山病院（内・外） �0867-44-3161
真庭市  杉山医院（内） �0867-42-5012
真庭市 牧原医院（外） �0866-52-2469

�月��日（日）

新見市 長谷川紀念病院 �72-3105
庄原市 細川医院 �08477-2-0054
真庭市 落合病院（内） �0867-52-1133
真庭市　河本病院(外)  �0867-55-2121
真庭市　米田医院（内） �0867-44-2132

�月��日（日）

新見市　渡辺病院 �72-2123
庄原市　東城病院 �08477-2-2150
真庭市 近藤病院（内・外） �0867-44-2671
真庭市　岸本医院（外） �0867-42-0495
真庭市　さくもとクリニック（外） �0866-52-4833

高尾高西町・介護老人保健施設「くろかみ」内

新見市休日・準夜間診療所（������）

新見水舟・市役所前

新見市休日歯科診療所（������）
受付時間　午前�時から午後�時　

内科

歯科

●ひよこクラス（育児相談）

対象者　�歳未満の乳幼児をもつ保護者、妊婦
内　容　希望者は身体計測（身長・体重）
　　　　座談会、育児相談
持参するもの　母子手帳

時　　間会　　　　場曜日月　日

��：��～��：��新見市保健福祉センター月�月��日

対 象 児受付時間会場曜日月　日

平成��年��月生��：��～��：��
新見市　
保健福祉
センター

水�月��日

●3～4か月児健康診査

対 象 児受付時間会場曜日月　日

平成��年�月生��：��～��：��
新見市　
保健福祉
センター

火�月��日

●1歳6か月児健康診査

対 象 児受付時間会場曜日月　日

平成��年�月生��：��～��：��
新見市　
保健福祉
センター

火�月��日

●3歳児健康診査

受付時間会場曜日月　日

�：��～��：��新 見 警 察 署
火�月��日

��：��～��：��郵便事業�新見支店 （旧 新見郵便局）

●献血

※��歳～��歳の人は、��歳～��歳までの間に献血の経験がある人に限ら
れます。
※身分確認ができる物を持参してください。
※詳細は新見市保健事業年間計画表を確認してください。

新見市耳鼻咽喉科診療所の診療日
および診療時間変更のお知らせ
　毎週水曜日と金曜日に診療を行っていますが、�月��
日�は祝日のため休診となりますので、診療日および診
療時間を次のとおり変更します。

◎�月��日�
　休診日ですが診療を行います。
　【診療時間】�：��～��：��
◎�月��日�
　診療時間を変更します。
　【診療時間】��：��～��：��／��：��～��：��
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す
が
、
い
ろ
い
ろ
な
表
情
を
見

せ
て
く
れ
ま
す
。
小
さ
い
花
が

多
く
、
懸
命
に
咲
い
て
い
る
姿

は
癒
し
や
希
望
を
も
た
ら
し
て

く
れ
ま
す
。
こ
ん
な
魅
力
に
ひ

か
れ
今
も
写
真
を
撮
り
続
け
て

い
ま
す
。

　

そ
ん
な
中
、
平
成
�
年
頃
か

ら
乾
燥
化
が
進
み
、
本
来
の
湿

性
植
物
が
少
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

教
育
委
員
会
在
籍
当
時
、
湿

原
の
再
生
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な

ど
の
協
力
を
い
た
だ
き
関
わ
っ

た
の
が
思
い
出
と
し
て
残
っ
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
見
続
け
て
、
次

世
代
に
残
す
た
め
に
微
力
な
が

ら
保
全
活
動
を
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

鯉
が
窪
湿
原
は
貴
重
な
植
物

が
多
く
、
春
か
ら
秋
に
か
け
て

色
と
り
ど
り
の
鮮
や
か
で
可
憐

な
花
が
咲
き
誇
り
、
湿
性
植
物

約　

種
、
昆
虫
約
�
�
�
種
が

��
生
息
し
て
お
り
、
ま
さ
に
動
植

物
の
宝
庫
で
す
。

　

私
が
こ
の
自
然
の
奥
深
さ
に

魅
せ
ら
れ
て
早
や　

年
余
り
と

��

な
り
ま
す
。
出
会
い
は
昭
和　
��

年
ま
で
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。
同

湿
原
を
大
正　

年
以
来
調
査
・

��

研
究
さ
れ
て
い
た
故 
小
坂
弘

氏
ら
に
連
れ
ら
れ
て
初
め
て
湿

原
を
訪
れ
た
時
で
し
た
。

　

小
坂
氏
の
長
年
の
研
究
を
ま

と
め
る
に
あ
た
り
、
写
真
を
担

当
し
ま
し
た
。

　

湿
地
は
�
・
�
ヘ
ク
タ
ー
ル

と
規
模
は
い
た
っ
て
狭
い
の
で

『湿原を見続けて』

 浅  井   幹 夫   さん

あさ い みき お

〔哲西町大竹〕��歳

農業

提案＆お便りの送り方

�１月号で配布した専用用紙ま
たはハガキに、①提案②住所
③氏名④年齢⑤電話番号を書
いてお送りください。
�専用用紙は、折りたたむと封
書になります。切手をはらず
にポストに入れてください。
（平成２１年３月末まで使用で
きます）
�ファックス、電子メールでも
受け付けていますのでご利用
ください。

送 付 先

〒７１８-８５０１
新見市新見３１０-３
新見市役所企画課
「提案＆お便り」係
�FAX 72-6243
�電子メール
　idea@city.niimi.
　　　 okayama.jp

下
の
匿
名
希
望
の
欄
の
「
は
い
」
に
○

を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
住
所
、
氏
名
の
記
入
が
な
い

も
の
は
「
市
報
に
い
み
」
に
掲
載
で
き

ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

み
な
さ
ん
か
ら
の
お
便
り
で
つ
く

る
「
提
案
＆
お
便
り
」
コ
ー
ナ

ー
で
す
。

　

市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
、
ま
ち
づ
く

り
に
つ
い
て
の
提
案
や
市
政
に
つ
い
て

の
ア
イ
デ
ア
、
意
見
・
要
望
な
ど
を
お

寄
せ
い
た
だ
き
、
一
部
を
こ
の
コ
ー
ナ

ー
で
紹
介
し
ま
す
。
日
頃
の
く
ら
し
の

中
で
、
思
う
こ
と
や
気
づ
い
た
こ
と
な

ど
何
で
も
構
い
ま
せ
ん
。
お
気
軽
に
お

便
り
く
だ
さ
い
。

　

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
も
の
に
つ
い
て

は
、
市
長
か
ら
回
答
し
ま
す
の
で
、
住

所
、氏
名
は
必
ず
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

「
市
報
に
い
み
」
に
掲
載
す
る
場
合
に

は
、
匿
名
扱
い
も
可
能
な
の
で
、
用
紙

ご
意
見
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。



 宮  長   雅 人   さん（��歳）

みや なが まさ と

岡山市（出身：高尾）
株式会社中国銀行  常務取締役

い
つ
も
感
謝
し
て

お
り
ま
し
た
。
母

も
�
年
間
、
半
身
不
随
で
ひ
と

り
暮
ら
し
で
す
。
ご
近
所
や
旧

知
の
人
、
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
や
病
院
の
み
な
さ

ん
な
ど
に
助
け
ら
れ
て
の
生
活
で
す
。
�
週

間
に
一
度
、
妻
と
二
人
で
新
見
へ
帰
省
す
る

こ
と
が
私
共　

年
来
の
生
活
の
一
部
に
な
り
ま
し
た
。

��

今
は
母
の
顔
を
見
た
後
、
父
の
仏
壇
と
墓
前
で
帰
省

報
告
を
無
言
で
行
う
と
気
持
ち
が
落
ち
着
き
ま
す
。

　

新
見
の
み
な
さ
ん
に
、
そ
し
て
故
郷
に
感
謝
で
す
。

銀
行
に
就
職
し
、　

年
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い

��

ま
す
。
新
人
の
�
年
間
以
外
は
故
郷
を
離
れ

て
の
勤
務
が
続
き
ま
し
た
。
仕
事
柄
多
く
の
人
に
お

会
い
し
ま
す
が
、
初
対
面
の
際
に
は
「
ご
出
身
は
？
」

と
よ
く
聞
か
れ
ま
す
。「
新
見
で
す
。」
と
言
い
ま
す

と
、「
北
」「
雪
」「
寒
」
に
類
す
る
言
葉
が
返
っ
て

き
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
時
、
近
年
は
「
温
か
み
が
あ

っ
て
と
て
も
や
さ
し
い
街
で
す
よ
。」と
お
答
え
す
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
を
実
感
し
て
い
る
か
ら

で
す
。

　

私
の
父
は
昨
年
�
月
に　

歳
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。

��

　

年
間
の
闘
病
、
療
養
生
活
は
言
葉
も
身
体
も
不
自

��由
な
ま
ま
で
し
た
。
内　

年
間
は
唐
松
荘
で
お
世
話

��

い
た
だ
き
、
職
員
の
み
な
さ
ん
の
献
身
的
な
介
護
に

★

Hello!
My name is Kacy Takamoto. I am a fourth generation Japanese-
American, and a first-year ALT working in Niimi, Okayama. I 
was born and raised in Los Altos Hills, California; and decided to 
come to Japan not only to teach English, but also to learn more 
about my Japanese heritage. So far, I have experienced “Mochi 
Tsuki”, “Tondo Matsuri”, and a real “Bon Enkai”. All of these 
events were extremely fun, interesting and delicious! It has 
been exciting to have these sorts of cultural experiences while 
living in Japan.  
I am glad that I was placed in Niimi because I believe that the 
“inaka” has much more to teach me than the big city. Niimi is a 
beautiful town and I am enjoying living here immensely. I teach 
at Niimi High School (Kita and Minami) during the week and 
work at a special needs school called “Kenko no mori”every 
Thursday. My work as an ALT is teaching me a lot about ESL 
education and is giving me a chance to get to know some 
REALLY wonderful students, teachers, and administrators.
The thing I enjoy most about Niimi is the people I have met. 
Since Niimi is small, it has been easy to make new friends. From 
the owner of a small grocery store, to the driver of the bus, to a 
waitress at a cafe, the people of Niimi have all been 
unbelievably kind and generous to me. Although my Japanese is 
still very elementary, everyone has been very patient and 
understanding. I hope that during my time in Japan, I will get a 
chance to make even more new friends. Please feel free to 
approach me anytime! I’d love to get to know everyone better. 
Thank you for your kindness.

ケ
ー
シ
ー
・
タ
カ
モ
ト
さ
ん

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
出
身

新
見
高
校
、
健
康
の
森
学
園
養
護
学
校
に
勤
務

こんにちは。
私は、ケーシー・タカモトといいます。私は、日系アメリカ４世でＡ
ＬＴとして働き始めたのは、新見が最初です。生まれも育ちもカリフ
ォルニア州のロスアルトスヒルズですが、英語を教えるだけでなく私
自身も日本のルーツを知りたくて来日を決意しました。
　これまで、餅つき・とんど祭り・お盆を経験しましたが、どの行事
もとても楽しく、興味深いもので、特に美味しいものがたくさんありま
した ！  日本にいる間、このような文化や慣習に触れることをとても楽し
みにしています。
　私は、大都市よりも田舎から学ぶことがたくさんあると思っている
ので、新見に着任したことに感謝しています。新見は美しいまちで、
とても楽しく暮らしています。
　新見高校（北校地と南校地）で教えており、毎週木曜日には「健康
の森学園」という養護学校にも行きます。ＡＬＴとして働くことで、Ｅ
ＳＬ教育とは何であるかということを学び、加えて多くの素晴らしい
学生や教師、事務の人たちと知り合う機会に恵まれました。
　私が新見で一番楽しみにしているのは多くの人と仲良くなること
で、その点では小さなまちなので新しい友人を作ることは難しくはあ
りません。新見の人たちは小さい食料品店の店主からバスのドライ
バー、カフェのウェイトレスまで、信じられないほど親切で、優しく
してくれます。私の日本語はまだつたないですが、みんな辛抱強く理
解しようとしてくれます。日本にいる間にもっとたくさん新しい友
達ができることを願っています。遠慮なくいつでも私に声をかけて
ください！ みなさんとより仲良くなりたいのです。どうぞよろしく
お願いします。

南 か ら

第　

通
��

北

か

ら

Across
  Borders

国境を�
　こえて�
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かわいいひな人形が
できました！
◆ワークショップ
　「ひな人形を作ろう！」

　�月��日�、新見美術館でワーク

ショップ「ひな人形を作ろう！」が開催され、

市内外から約��名が参加しました。

　参加者らは、講師からひな人形の作り

方の説明を受けたあと、幸喜雛や招福雛

などのひな人形を作り、充実した楽しい

時間を過ごしました。

白熱した戦いが
繰り広げられました
◆友・遊、いきいきミニサッカー

　�月�日�、新見第一中学校体育館で

「友・遊、いきいきミニサッカー」が開

催されました。

　学年によって分けられたクラスごとに

リーグ戦を行った全��チームの選手たち

は、寒さにも負けず、最後までゴールを

目指して必死にボールを追いかけていま

した。

　�月��日（祝・水）、正田公民館で「スマ

イル・コミュニケーション」をテーマに語呂

合わせで「にいみ」と読める�月��日に

ちなんだイベントが開催されました。

　前半の地域活性化をテーマとしたパネ

ルディスカッションに続き、 桂  三  風 さん
かつら さん ぷう

らによる落語の上演もあり会場は大いに

盛り上がっていました。

にいみのことを考えよう！
◆ ２ ． １  ３ 「にいみの日」

に い み
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雪合戦を堪能！
◆第１２回岡山県雪合戦大会・
　第７回西日本ジュニア大会

　�月�日�、千屋花見の新見千屋温泉

いぶきの里ふれあい広場で第��回岡山県

雪合戦大会・第�回西日本ジュニア大会

が開かれました。

　市内外から参加した全��チームは、雪

玉を手に思い思いの攻防を繰り広げ、白

銀のフィールドで存分に雪合戦を楽しみ

ました。

新 見の農業について考えました ！
◆新見 農と地域を考えるつどい

　�月�日�、まなび広場にいみで「新

見 農と地域を考えるつどい」が開かれま

した。

　新規就農者による活動実績発表や事例

報告などが行われたほか、今後の農業に

ついての講演も行われ、参加者らはメモを

取りながら熱心に耳を傾けていました。

全員、好成績を！
◆第６４回国体冬季大会出場選手壮行式

　�月��日�、市役所市長室で第��回国

民体育大会冬季大会に出場する 伊  田  久  志 
い だ ひさ し

さん（神郷高瀬）、 名  越  由  佳 さん（西方）、
な ごし ゆ か

 池  田  絵  美 さん（千屋花見）の壮行式が行
いけ だ え み

われました。

　�選手はそれぞれ出場する競技種目で

ベストを尽くすとともに好成績を残すこ

とを誓いました。
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ままままままままままままままままままままちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちののののののののののののののののののののすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすががががががががががががががががががががたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたまちのすがた

軽
自
動
車
税
は
、４
月
１
日
現
在

の
所
有
者
に
か
か
り
ま
す
！

　

軽
自
動
車
や
原
動
機
付
自
転
車

を
廃
車
し
た
り
、
他
人
に
譲
っ
た

り
し
た
場
合
は
、
�
月
�
日
ま
で

に
所
定
の
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。（
�
月
�
日
以
降
に
手
続
き

を
行
っ
た
場
合
は
、
平
成　

年
度

��

の
税
金
は
か
か
り
ま
す
。）

　

な
お
、農
耕
作
業
用
自
動
車（
コ

ン
バ
イ
ン
、農
耕
ト
ラ
ク
タ
ー
等
）

や
小
型
特
殊
自
動
車
（
乗
用
運
搬

車
等
）
を
お
持
ち
の
人
で
登
録
手

続
き
が
お
済
み
で
な
い
人
、
ま
た

買
い
替
え
や
廃
車
な
ど
を
さ
れ
た

人
は
、
早
め
に
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

■
手
続
き
窓
口

①
原
動
機
付
自
転
車
（
�
�
�
�

以
下
）、
小
型
特
殊
自
動
車
（
農

耕
作
業
用
）
…
税
務
課
市
民
税

係
（
�
�
�
�
�
�
）

②
軽
二
輪
・
小
型
二
輪
車
（
�
�

�
�
を
超
え
る
）
…
中
国
運
輸

局
岡
山
運
輸
支
局

　

（
�
�
�
�
―
�
�
�
�
―
�
�
�
�

）

③
軽
自
動
車（
三
輪
、四
輪
）…
軽

自
動
車
検
査
協
会
岡
山
事
務
所

（
�
�
�
�
―
�
�
�
―
�
�
�
�
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
課
市
民
税
係

　

（
�
�
�
�
�
�
）

国
税
専
門
官 

募
集
！

　

国
税
庁
で
は
、
国
税
専
門
官
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
募
集
要
項
は

次
の
と
お
り
で
す
。

■
受
験
資
格

①
昭
和　

年
�
月
�
日
〜
昭
和　

��

��

　

年
�
月
�
日
生
ま
れ
の
者

②
昭
和　

年
�
月
�
日
以
降
生
ま

��

　

れ
の
者
で
次
に
掲
げ
る
も
の

（
�
）大
学
を
卒
業
し
た
者
お
よ
び

　

平
成　

年
�
月
ま
で
に
大
学
を

��

　

卒
業
す
る
見
込
み
の
者

（
�
）人
事
院
が（
�
）に
掲
げ
る
者

　

と
同
等
の
資
格
が
あ
る
と
認
め

　

る
者

■
採
用
予
定
数   
約
� ,
�
�
�
名

※
採
用
予
定
数
は
平
成　

年
末
現

��

　

在
の
も
の
で
あ
り
、
変
動
す
る

　

場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
人
事

　

院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

　

さ
い
。

■
試
験
の
程
度　

大
学
卒
業
程
度

■
受
験
受
付
期
間

　

�
月
�
日
�
〜　

日
�

��

※
申
込
書
の
提
出
は
、
で
き
る
限

　

り
郵
送
（
簡
易
書
留
）
で
行
う

　

こ
と
（
�
月　

日
ま
で
の
通
信

��

　

日
付
有
効
）。

■
受
験
申
込
先

　

第
�
次
試
験
地
を
所
轄
す
る
国

　

税
局

■
第
１
次
試
験

・
試
験
日　

�
月　

日
�

��

・
試
験
地　

広
島
国
税
局
管
内
で

　

は
、
松
江
市
、
岡
山
市
、
広
島

　

市
・
試
験
種
目　

教
養
試
験
（
多
枝

　

選
択
式
）、
専
門
試
験
（
多
枝

　

選
択
式
、
記
述
式
）

■
第
�
次
試
験
合
格
発
表
日

　

�
月
�
日
�

■
第
�
次
試
験

・
試
験
日　

�
月　

日
�
〜　

日

��

��

　

�
の
う
ち
指
定
す
る
日

・
試
験
地　

広
島
国
税
局
管
内
で

　

は
、
広
島
市

・
試
験
種
目　

人
物
試
験
、
身
体

　

検
査

■
最
終
合
格
者
発
表
日

　

�
月　

日
�

��

■
受
験
申
込
書
、
受
験
案
内
お
よ

　

び
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
請
求
、
問

　

い
合
わ
せ
先

　

〒
�
�
�
―
�
�
�
�

　

広
島
市
中
区
上
八
丁
堀
�
―　
��

　

広
島
国
税
局
人
事
第
二
課
試
験

　

研
修
係

　

（
�
�
�
�
―
�
�
�
―
�
�
�
�
）

　

ま
た
は
お
近
く
の
税
務
署
総
務

　

課
へ

※
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

（http
://
w
w
w
.
n
ta
.
g
o
.
jp

）

平
成　

年
度
財
団
法
人 

２１

田
辺
育
英
会 
奨
学
生
募
集
！

　

旧
哲
西
町
名
誉
町
民
故
田
辺 
哲 

て
つ

 
崖 
氏
の
寄
付
金
を
基
に
設
立
運
営

が
いさ

れ
て
い
る
財
団
法
人
田
辺
育
英

会
で
は
、
平
成　

年
度
の
奨
学
生

��

お
し
ら
せ

ままままままちちちちちちののののののすすすすすすががががががたたたたたたまちのすがた
３月３１日納期限の
市税・保険料等はありません。

市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料市税・保険料市市市市市市税税税税税税・・・・・・保保保保保保険険険険険険料料料料料料市税・保険料

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

合併当初のようす

総人口　37， 049人
　　男　17， 661人
　　女　19， 388人
世帯数　12， 614世帯

（平成１７年３月３０日現在）

◆面　積　793.27k㎡
◆ひとのうごき（　）内は前月比較
　総人口　35， 331人（－３１人）
　　男　　16， 809人（－２５人）
　　女　　18， 522人（－６人）
　出生…２０人　　転入…３７人
　死亡…５４人　　転出…３４人
　世帯数　13， 129世帯（＋８世帯）
　 （平成２１年１月末日現在）



��
市報にいみ 第４８号
���������

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
対
象
者

　
　

経
済
的
理
由
に
よ
り
修
学
の

　

目
的
を
達
す
る
こ
と
が
で
き
な

　

い
高
等
学
校
・
工
業
高
等
専
門

　

学
校
・
短
大
・
大
学
・
大
学
院

　

・
専
修
学
校
専
門
課
程
等
に
進

　

学
、
在
学
す
る
学
生

■
応
募
資
格

　
　

岡
山
県
に
本
籍
を
有
す
る
学

生
ま
た
は　

年
以
上
県
内
に
居

��

住
す
る
世
帯
の
学
生
で
、
品
行

方
正
・
思
想
穏
健
・
学
業
成
績

優
秀
・
身
体
精
神
健
全
で
あ
っ

て
成
業
の
見
込
み
が
あ
る
者

※
た
だ
し
、
他
の
奨
学
金
を
受
け

　

て
い
る
人
は
該
当
し
ま
せ
ん
。

■
奨
学
金
貸
与
月
額

�
高
等
学
校　

�
� ,
�
�
�
円

�
短
大
・
工
業
高
等
専
門
学
校
・

　

専
修
学
校
専
門
課
程

　

�
� ,
�
�
�
円

�
大
学　

�
� ,
�
�
�
円

�
大
学
院　

�
� ,
�
�
�
円

※
無
利
子
で
貸
与
し
ま
す
。

※
償
還
は
卒
業
�
年
後
か
ら　

年
��

　

均
等
償
還
と
な
り
ま
す
。

■
貸
与
期
間

　

正
規
の
最
短
就
学
年
限

■
応
募
方
法

　
　

田
辺
育
英
会
事
務
局
で
、
応

　

募
書
類
を
受
け
取
り
、
�
月　
��

　

日
�
ま
で
に
同
事
務
局
へ
提
出

　

し
て
く
だ
さ
い
。

■
採
用
決
定

　
　

�
月
上
旬
に
奨
学
生
選
考
委

　

員
会
に
お
い
て
選
考
の
う
え
決

　

定
し
、
本
人
あ
て
に
通
知
し
ま

　

す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

〒
�
�
�
―
�
�
�
�

　

新
見
市
哲
西
町
矢
田
�
�
�
�

　

特
定
非
営
利
活
動
法
人
Ｎ
Ｐ
Ｏ

　

き
ら
め
き
広
場
内　

　

財
団
法
人
田
辺
育
英
会
事
務
局

　

（
�
�
�
�
�
�
）

　

e-M
a
ilpost＠

npo-kira
m
eki.jp

心
の
健
康
相
談
の 

ご
案
内

　

新
見
保
健
所
で
は
、
医
師
・
保

健
師
に
よ
る
心
の
健
康
相
談
を
、

毎
月
第
�
・
第
�
木
曜
日
（
変
更

す
る
場
合
あ
り
）
に
開
催
し
て
い

ま
す
。

　

「
気
分
が
落
ち
込
む
、何
を
す
る

の
も
お
っ
く
う
。」「
物
忘
れ
が
激

し
い
。
も
し
か
し
て
認
知
症
？
」

「
人
の
視
線
が
気
に
な
る
。」な
ど
、

気
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

お
気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

思
春
期
の
心
の
相
談
も
行
っ
て
い

新見市立新見図書館 ������

○第��回子どもの読書を考える会

　日時　�月�日� ��：��～��：��

　内容　子どもの本が好きな大人の集会です。

○第７８回新見ブックスタートの会定例会

　日時　�月�日� ��：��～��：��

　場所　図書館事務室

○こどもお楽しみ会

　日時　�月�日� ��：��～��：��

　内容　読書ボランティアのみなさんによる絵本の読み聞か

せ・紙芝居・手あそびなど

　　　　※次回�月��日�（予定）

○こども映画会

　日時　�月�日� ��：��～��：��

　内容　アニメ「そんごくう」「くるみ割り人形」全�話構成

　　　　※次回�月��日�（予定）

○本とあそぼう　全国訪問おはなし隊（講談社）

　日時　�月�日� ��：��～��：��

　場所　新見図書館・旧市民会館駐車場

　内容　おはなし会とキャラバンカーの見学

　対象　幼児から小学校低学年

○早春特別大衆歴史講座   第�回目

　「戦国時代の知略謀略」～天地人を参考に～

　日時　�月��日� ��：��～��：��

　講師　 石  本 　 彰 さん（元岡山大学教育学部委託講師）
いし もと あきら

３月の休館日

�日�／�日�／��日�／��日�／��日�／��日�／��日�

ボランティア募集

　図書館では、おはなし実演ボランティア、紙芝居・影絵など

の製作ボランティア、図書などの整理ボランティアを募集して

います。お手伝いのできる人は新見図書館までご連絡ください。

（������）
　

　

休館日　毎週水曜日・祝日

○子ども映画会

　日時　�月��日� ��：��～

　内容　「スイスイ！フィジー！フィジーがいっぱい」

○おはなし会

　日時　�月��日� ��：��～

休館日　毎週月曜日

休館日　毎週木曜日・��日�

ま
す
。

※
個
人
の
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

■
日
時

　

�
月　

日
�

��

　
　

時
〜　

時

��

��

■
場
所　

新
見
保
健
所

※
必
要
に
応
じ
て
訪
問
相
談
も
行

　

っ
て
い
ま
す
。

■
相
談
料　

無
料

　
　

相
談
は
予
約
制
な
の
で
、
新

　

見
保
健
所
保
健
課
へ
電
話
で
予

　

約
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

新
見
保
健
所
保
健
課

　

（
�
�
�
�
�
�
）

学術交流センター図書館 ������

哲西図書館 ������

風広場おおさ図書コーナー ������

やまびこ広場神郷図書コーナー ������
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「
次
世
代
育
成
支
援
に
関
す
る

ニ
ー
ズ
調
査
」に
ご
協
力
を
！

　

市
で
は
、
現
在
の
「
次
世
代
育

成
支
援
行
動
計
画
〜
家
庭
を
源
に
、

地
域
全
体
で
子
ど
も
を
育
て
る
都

市
〜
」
を
見
直
し
、
平
成　

年
度

��

か
ら
の
�
か
年
計
画（
後
期
計
画
）

を
策
定
す
る
た
め
「
次
世
代
育
成

支
援
に
関
す
る
ニ
ー
ズ
調
査
」
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
前
期
行
動
計
画
の
成

果
を
検
証
す
る
と
と
も
に
、
子
育

て
支
援
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
ご
意

見
・
ご
要
望
を
把
握
す
る
た
め
、

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
う
も
の
で

す
。

　

み
な
さ
ん
の
ご
意
見
を
今
後
の

施
策
に
反
映
さ
せ
る
大
切
な
調
査

と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

■
対
象
者

　
　

市
内
の
就
学
前
児
童
の
保
護

　

者
、
小
学
校
�
年
ま
で
の
児
童

　

の
保
護
者

■
調
査
方
法

　
　

小
学
校
、
幼
稚
園
、
保
育
所

　

お
よ
び
郵
送
に
よ
る
配
付
・
回

　

収
■
調
査
票
提
出
期
日

　

�
月
�
日
�

■
問
い
合
わ
せ
先

　

社
会
福
祉
課
子
育
て
支
援
係　

　

（
�
�
�
�
�
�
）

国
立
大
学
法
人
等
職
員
採
用

試
験
の
お
知
ら
せ

　

中
国
・
四
国
地
区
国
立
大
学
法

人
等
職
員
採
用
試
験
の
試
験
案
内

の
配
布
が
始
ま
り
ま
し
た
。

■
受
験
資
格

　

昭
和　

年
�
月
�
日
以
降
に
生

��

　

ま
れ
た
者

■
受
付
期
間

　

�
月
�
日
�
〜　

日
�

��

■
第
１
次
試
験
日　

�
月　

日
�

��

※
詳
し
く
は
事
務
室
ま
で
お
問
い

　

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

中
国
・
四
国
地
区
国
立
大
学
法

　

人
等
職
員
採
用
試
験
実
施
委
員

　

会
採
用
試
験
事
務
室

　

（
�
�
�
�
―
�
�
�
―
�
�
�
�
）

　

e
-m
a
il
sh
ik
e
n
jim
u
@
o
ffic
e
.

hiro
shim

a
-u
.a
c
.jp

筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
患
者
に

対
す
る
療
育
相
談
検
診
の 

ご
案
内

　

�
日
本
筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
協

会
岡
山
県
支
部
と
独
立
行
政
法
人

国
立
岡
山
病
院
機
構
南
岡
山
医
療

セ
ン
タ
ー
が
共
催
し
、療
養
生
活
・

福
祉
の
向
上
の
た
め
の
療
育
相
談

検
診
を
実
施
し
ま
す
の
で
対
象
の

人
は
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�

※
相
談
は
無
料
で
、
個
人
の
秘
密

　

は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

■
日
時　

�
月　

日
�　

時
〜　

��

��

��

　

時
（
受
付
�
時　

分
〜　

時
）

��

��

■
場
所　

　

都
窪
郡
早
島
町
早
島
�
�
�
�

　

独
立
行
政
法
人
国
立
岡
山
病
院

　

機
構
南
岡
山
医
療
セ
ン
タ
ー
研

　

修
棟　

王
山
荘
（
�
�
�
�
―

　

�
�
�
―
�
�
�
�
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

�
日
本
筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
協

　

会
岡
山
県
支
部
（
�
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

　

�
�
�
�
―
�
�
―
�
�
�
�
）

誤
掲
載
の
お
詫
び

　

市
報
に
い
み
�
月
号
�
ペ
ー
ジ

の
�
国
民
健
康
保
険
税
と
は
？
�
関

連
記
事
中
、
税
率
欄
の
医
療
保
険

分
所
得
割
税
率
は
正
し
く
は
�
・

　

%
、
同
じ
く
後
期
高
齢
者
支
援

��金
分
所
得
割
税
率
は
正
し
く
は

�
・　

%
で
し
た
。
ま
た
、　

ペ
ー

��

��

ジ
の
�
叙
位
叙
勲
�
関
連
記
事
中
、

故 
三
上
正
氏
の
経
歴
に
つ
い
て
、

正
し
く
は
「
哲
多
町
教
育
委
員
お

よ
び
教
育
委
員
長
を
歴
任
さ
れ
、

郷
土
の
教
育
の
充
実
・
発
展
に
大

き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。」で
し
た
。

　

お
詫
び
の
記
事
を
も
っ
て
、
訂

正
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

企
画
課
企
画
広
報
係

　

（
�
�
�
�
�
�
）

　

新
見
の
青
龍
寺
に
あ
る
ア
テ
ツ
マ
ン
サ
ク
は
、
大
正
�

年
（
�
�
�
�
年
）
に
故  
牧  
野  
富  
太  
郎 
博
士
が
黒
髪
山
で

ま
き 

の 

と
み 

た 

ろ
う

発
見
し
、
こ
の
地
域
の
地
名
に
ち
な
み
「
ア
テ
ツ
マ
ン
サ

ク
」
と
名
づ
け
た
も
の
で
、
葉
裏
に
白
毛
を
重
生
す
る
高

木
で
あ
る
こ
と
か
ら
新
種
と
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

ア
テ
ツ
マ
ン
サ
ク
は
マ
ン
サ
ク
科
の
落
葉
小
高
木
で
、

日
本
で
は
主
に
近
畿
、
中
国
、
四
国
、
九
州
地
方
の
山
地

に
自
生
し
て
い
ま
す
。
ま
た
春
を
告
げ
る
花
と
し
て
も
知

ら
れ
、
�
月
下
旬
か
ら
�
月
上
旬
を
中
心
に
黄
色
の
可
憐

な
花
を
咲
か
せ
、
見
る
も
の
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。

　

昭
和　

年
�
月　

日
に
市
指
定
天
然
記
念
物
に
指
定
さ

��

��

れ
ま
し
た
。

 
青  
龍  
寺 
の

し
ょ
う 
り
ゅ
う 

じ

ア
テ
ツ
マ
ン
サ
ク

市市市市市市市市市市
内内内内内内内内内内
のののののののののの

市
内
の

文
化
財

文 
化 
財

    
め
ぐ
り

め 
ぐ 
り ●

青龍寺のアテツマンサク

文
化
財

文 
化 
財

    
め
ぐ
り

め 
ぐ 
り
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新見市西方���番地

（������）

月 ���・・ ���

 「 猪  風  来 美術館」
い ふう らい

新見市法曽���番地

（������）
開館時間��：��～��：��
休 館 日�月曜日

●観覧料
　一般…���（���）円　高校生・中学生…���（���）円
　小学生…���（���）円　（　 ）内は１５人以上の団体料金
※市内小中学生は「こころふれあいパスポート」提示で無料

行 事 予 定

開館時間��：��～��：��（入館は��：��まで）
休 館 日�月曜日 

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
�
�
�
��
P 
a 
r 
t
Ⅲ

����
���
���
���
��
��
�
�
	


�
�
�

た
け 

う
ち 

せ
い 

ほ
う

 
会
期
▼
�
月　

日
�

��

　
　
　
 
〜
�
月　

日
�

��

●心配ごと相談　総合福祉センター　��：��～��：��水�/�
●心配ごと相談　哲多総合センター・新砥公民館・夢ひろば
萬歳　�：��～��：��木�
●ひとり暮らし・高齢者の集い　保健福祉センター　��：��
～��：��
●新見市議会一般質問　市役所議場　��：��～

金�

●新見発まちづくり応援隊講座（要予約）
　総合福祉センター　��：��～��：��土�

●冬鳥の観察会　唐松公民館　�：��～��：��日�
●心配ごと相談　きらめき広場・哲西　�：��～��：��
●新見市議会一般質問　市役所議場　��：��～月�

●新見市議会一般質問　市役所議場　��：��～火��

●新見市議会一般質問（予備日）　市役所議場　��：��～水��

●文教常任委員会　議員控室　��：��～木��
●交通事故相談　総合福祉センター　��：��～��：��
●市民生活常任委員会　議員控室　��：��～金��

土��

日��

●経済建設常任委員会　議員控室　��：��～月��

●総務常任委員会　議員控室　��：��～火��
●心配ごと相談　総合福祉センター　��：��～��：�� 
●法律相談（要予約）　総合福祉センター　��：��～��：�� 
●合同相談　足立会館　��：��～��：��
●予算審査特別委員会　議員控室　��：��～

水��

木��

金��

土��

日��

●�月市議会定例会閉会　市役所議場　��：��～月��

火��

水��

木��
●第�回春季全日本小学生男子ソフトボール大会開会式　
ピオーネ球場　��：��～金��

●第�回春季全日本小学生男子ソフトボール大会（～��日）
　ピオーネ球場など市内�会場　�：��～土��

日��

月��

火��

●心配ごと相談　総合福祉センター　��：��～��：��水�/�

木�

金�

土�

日�

月�
●狂犬病予防注射（市内巡回）　金谷・新見・高尾・西方地内
�：��～��：��火�

●常設展示観覧料
　一般…���円（���円）　高校生…���円（��円）
　（　）内は��人以上の団体料金

※ただし、中学生以下は入館無料になります。

　新潟県立歴史博物館の正面玄関前広場には、����年に発生した
中越大震災の復興祈念モニュメント“大地の女神”が鎮魂と再生
を祈るシンボルとして立っています。
　このモニュメントは、下部に地上から吹き出るマグマが急冷し
てできた新潟産の 六  方 石を渦状に配置し、その中に力強い縄文の

ろっ ぽう

 文  様 が巻き上がる台座を置き、その上に祈る女神の立像が置かれ
もん よう

ています。女神は新しい生命を宿しており、女神の背中全体には
 火  焔 土器文様が湧き立つように施され“未来に 豊  饒 あれ”と念ず
か えん ほう じょう

る魂の文様で埋め尽くされています。
　猪風来は、震源地直下の長岡から山古志村にて�日間の〈断食
の行〉を行い、被災地を歩き、引き裂かれた大地や死者の魂と対
話して創作に入りました。
　今回は、この大地の女神の原形である縄文野焼きによる女神像
と国宝指定の火焔土器を猪風来が写し創った作品などを展示い
たします。どうぞご覧ください。

�月��日�まで開催

�大地の女神
　（台座を含め高さ�ｍ）

新潟中越大震災
復興祈念モニュメント

大 地の女 神 展
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）は
京
都
に
生
ま
れ
、京
都
の 
円  
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・ 
四
条  
派 
の

ま
る 
や
ま 

し
じ
ょ
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は

伝
統
を
受
け
継
ぎ
な
が
ら
、コ
ロ
ー
、
タ
ー
ナ
ー
ら
の
西
洋
絵
画
を
取
り
入
れ
、 
画  
壇 

が 

だ
ん

に
新
風
を
送
り
込
み
ま
し
た
。そ
の
実
力
と
人
気
は「
東
の 
大  
観 
、西
の
栖
鳳
」と
称
さ

た
い 
か
ん

れ
、
東
京
の
横
山
大
観
と
と
も
に
、
明
治
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
日
本
画
の
近
代

化
に
大
き
な
功
績
を
残
し
ま
し
た
。    

　

ま
た
、
画
塾
「 
竹
杖
会 
」
を 
主
宰 
し
、
さ
ら
に
京
都
市
立
絵
画
専
門
学
校
の
教
鞭
を

ち
く
じ
ょ
う
か
い 

し
ゅ
さ
い

執
る
な
ど
教
育
者
と
し
て
も
活
躍
、
数
多
く
の

逸
材
を
育
成
す
る
な
ど
、
名
実
共
に
京
都
画

壇
を
リ
ー
ド
し
ま
し
た
。

　

本
展
で
は
、
館
所
蔵
の
栖
鳳
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を

中
心
に
、 上
村
松
園 
、 橋
本
関
雪 
、 榊

原
  紫  
峰 
、

う
え
む
ら
し
ょ
う
え
ん 
は
し
も
と
か
ん
せ
つ 

さ
か
き
ば
ら 

し 

ほ
う

 
小
野
竹
喬 
、 

徳
岡
神
泉 
、 

金  
島  
桂  
華 
、

お
の
ち
っ
き
ょ
う 

と
く
お
か
し
ん
せ
ん 

か
な 
し
ま 
け
い 

か

 

福  
田 

ふ
く 

だ

 
平
八
郎 
、池
田 
遙
邨 
な
ど
、栖
鳳
の
薫
陶

    

を
受

へ
い
は
ち
ろ
う 

よ
う
そ
ん 

く
ん
と
う

け
た
作
家
た
ち
の
作
品
も
併
せ
て
、
み
な
さ
ん

に
ご
紹
介
し
ま
す
。

竹内栖鳳《 家鴨 》
あひる

新見美術館

法曽陶芸館
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この印刷の一部には水質保全に有効な
水なし印刷方式を採用しています。

環境にやさしい大豆油インキ
を使用しています。

本紙は環境保全のため再生紙を
使用しています。

★�月号の「ハッピーバースデー」コ－ナ－に掲載希望の人は、企画課企画広報係（������）にご一報ください。（締切は�月��日）

今今月月、、満１歳になる子どもたちです満１歳になる子どもたちです。。
これからも元気で大きくなっこれからも元気で大きくなってねてね！！

■編集／新見市報道委員会

■発行／新見市
　〒���－����
　新見市新見���－�
　新見市総務企画部企画課
　������

■ホームページ
　������������	�
��		�	�
　　　　　　　　����������	

　携帯電話でもご覧になれます

�月号
平成��年�月�日　No.��

おた
んじょうび

おめで
とう！おた

んじょうび

おめで
とう！

　新見保健所は�月�日から次のとおり変わります。

■名称
　新見保健所→備北保健所新見支所

■所在地
　新見市新見����番地�（宮地町）→新見市高尾����番地（岡山県備中県民局
新見支局�階）

■引き続き新見支所で行う業務
　精神保健福祉、難病・結核・感染症対策、母子保健、健康増進施策、医療費
助成（難病、小児慢性特定疾患、被爆者援護等）

■備北保健所（現高梁保健所）で行う業務
　医療安全対策（医療監視、医療施策）、各種免許事務、食品安全衛生（飲食店
食品関係施設の許認可・指導監視等）、薬事（薬局等の許認可・指導監視等）、
生活衛生（理美容、クリーニング、旅館等の許認可・指導監視等）

　※新見食品衛生協会事務局は、新見支所内において引き続き業務を行います。

■問い合わせ先　新見保健所（������）

 吉  国   真 輝   ちゃん

よし くに まさ き

（馬塚／３・30生）
 田  中   保  奈 美    ちゃん
た なか ほ な み

（千屋実／３・28生）
 石  垣   暖  乃 香    ちゃん
いし がき の の か

（馬塚／３・26生）

 中  川   叶 夢    ちゃん
なか がわ かな む

（草間／３・13生）
 溝  尾   真 希    ちゃん
みぞ お まさ き

（西方／３・12生）

 山  下   陽  菜 乃    ちゃん
やま した ひ な の

（正田／３・10生）
 木  曽  田   周 亮    ちゃん
き そ だ しゅう すけ

（大佐田治部／３・１生）

 山  下   拓 馬    ちゃん
やま した たく ま

（正田／３・18生）

 大  岩   睦 幸    ちゃん
おお いわ とも ゆき

（哲多町花木／３・24生）

４月か
ら 
新見保健所は「支所」 に 変わります 。


